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(3/14 .旭がE小学校周辺〉

健康づくりとふれあいの場を作ろうと3月

刊日、旭がE小学校周辺をコース1こ¥市民オ

リ工ンテーリング大会ガ行われましだ。

大会には、家族や仲間同士など50組¥約

200人ガ参加、地図を片手にチェックポイ

ントを探します。

小鳥がさえずり¥春のかありがする自然の

中を歩くと¥本当に楽しく、すがすがしい気

分になれるから不思議です。
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オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
指
定
に
向
げ

• 
新
産
業
文
化
業
務
拠
点

松
本
市
長
は
、

3
月
定
例
市
議
会
で
、
平
成
5
年
度
の

施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
5
年
度
の
予
算
概
要
に
つ
い
て
は
、

号
寸
財
政
事
情
説
明
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

で
は
省
略
し
ま
す
。

6
月

「
」
ア
」

f 

数
は
お
戸
(
高
齢
者
用
6
戸
、
身

障
者
用
2
戸
)。

今
後
と
も
、

全
般
的
な
居
住
水

準
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

本
年
度
か
ら
、
年
次
計
画
に
よ
り

有
料
駐
車
場
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

土
地
開
発
公
社
に
よ
る
「
シ
ー

サ
イ
ド
よ
ぎ
き
」
分
譲
宅
地
造
成

で
は
、
都
市
計
画
公
園
の
配
置
な

ど
同
公
社
の
事
業
に
協
力
し
ま
す
。

公
園
緑
地
の
整
備

市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
大
村
公

園
の
整
備
が
平
成
4
年
度
に
完
了

し
ま
す
が
、
引
き
続
き
2
期
工
事

に
取
り
く
む
た
め
、
基
本
計
画
を

策
定
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
池
田
湖
公
園
、
岳
ノ
木

場
公
園
、
富
の
原
2
丁
目
公
園
の

整
備
。
特
に
本
年
度
よ
り
市
内
で

初
め
て
の
近
隣
公
園
で
あ
る
赤
佐

古
公
園

(
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
の
建

設
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
県
の
補
助
に
よ
る
「
ふ

る
さ
と
夢
づ
く
り
事
業
」
の

一
環

と
し
て
、
駅
前
児
童
公
園
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
ま
す
。

河
川
整
備
事
業

平成 5年 4月号

長
岡
川
改
修
等
の
推
進
。
大
上

戸
川
河
畔
公
園
の
散
策
道
の
整
備

と
修
景
施
設
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
里

河
畔
公
園
の
河
川
整
備
と
駐
車
場

整
備
の
た
め
の
用
地
、
郡
川
砂
防

公
園
は
つ
り
橋
、
散
策
道
、
休
養

施
設
等
の
早
期
完
成
に
努
め
ま
す
。

広報おおむら

大村駅から国道間市道の「シンボルゲート」の構想図。電線の埋設

化などが図られます。

交
通
安
全

交
通
道
徳
の
高
揚
と
啓
発
に
努

め
、
飲
酒
、
暴
走
運
転
の
絶
滅
、

シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
、
指
導
強

化
活
動
等
の
推
進
、
本
年
度
は
特

に
、
「
高
齢
者
交
通
安
全
の
つ
ど

い
」
を
実
施
す
る
な
ど
交
通
弱
者

の
保
護
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も

大

村

市

長

松

本

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年

記
念
す
べ
き
市
制
施
行
日
周
年
記

念
事
業
を
展
開
し
市
政
の
活
性
化

に
努
め
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
本

市
の
将
来
を
左
右
す
る
「
地
方
拠

点
都
市
地
域
」
の
指
定
を
受
け
た 主包

:m: 

こ
と
に
伴
い
、
「
新
産
業
文
化
業

務
拠
点
(
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ
デ

イ
ア
)
」
の
第
一
次
指
定
に
向
け

て
、
最
大
の
努
力
と
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

ま
た
、
「
輸
入
促
進
地
域
(
フ

ォ
l
リ
ン
・
ア
ク
セ
ス
・
ゾ
ー
ン

HH
F
A
Z
)

」
も
指
定
を
受
け
ま

し
た
の
で
、
長
崎
空
港
が
も
た
ら

す
人
、
物
、
情
報
、
文
化
な
ど
の

経
済
的
波
及
効
果
に
よ
り
地
域
の

振
興
を
図
る
た
め
最
大
限
の
努
力

を
い
た
す
所
存
で
す
。

大
村
湾
の
浄
化
に
つ
い
て
は
、

昨
年
「
閉
鎖
性
海
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

快
適
で
安
全
な

都
市
を
め
ざ
し
て

環
境
衛
生
の
向
上

大
村
湾
の
浄
化
対
策
・
・
:
:
公
共
下

水
道
の
普
及
・
個
別
処
理
施
設
の

設
置
普
及
・
農
業
集
落
排
水
事
業

に
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
図

り
ま
す
。

j肖

防

は
し
ご
付
消
防
車
(
初
灯
)
等

消
防
機
器
の
更
新
、
消
防
詰
所
な

ど
施
設
の
整
備
。
消
防
団
員
の
確

保
と
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
育
成
に

努
め
ま
す
。

空
と
陸
に
の
び
ゆ
く

奈
適
都
市
を
め
ざ
し
て

道
路
突
通
網
の
整
備

国
道
日
号
の
拡
幅
・
・
・
・・
・
平
成
3
年

度
よ
り
事
業
に
着
手
(
久
原
地
区

1
、
9
0
0
灯
の
予
備
設
計
中
)。

西
大
村
地
区
環
境
整
備
工
事
・
・
・
:
・

桜
馬
場
1
丁
目
か
ら
杭
出
津
1
丁

目
間
2
、
1
0
0
灯

(
平
成
4
年

か
ら
3
か
年
計
画
)
を
、
市
と
固

と
が

一
体
と
な
っ
て
、
歩
道
の
カ

ラ
l
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
、
街
路
樹
の

若
木
へ
の
植
替
え
、
右
折
車
両
帯

の
設
置
等
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

大
村
駅
前
か
ら
国
道
に
向
か
い

市
道
と
し
て
県
下
で
初
め
て
約
6

5
0
灯
を
大
村
市
の
シ
ン
ボ
ル
ロ

ー
ド
と
し
て
電
線
埋
設
化
(
キ
ャ

ブ
シ
ス
テ
ム
)
に
着
手
し
ま
す
。

商
庖
街
等
振
興
整
備
事
業
・
・
:
:
下

波
止
か
ら
天
正
夢
広
場
ま
で
の
街

お
よ
び
、
大
村
湾
生
活
排
水
対
策

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

清
掃
行
政
:
:
:
昨
年
、
試
験
的
に

実
施
し
た
生
ご
み
処
理
容
器
(
コ

ン
ポ
ス
ト
)
を
配
布
、
数
量
も
初

I( 

路
を
3
か
年
で
カ
ラ
i
舗
装
化
に

取
り
く
み
ま
す
。

国
道
4
4
4
号
の
整
備
:
:
:
事
業

費
も
倍
増
さ
れ
、
平
成
9
年
度
完

成
予
定
を
さ
ら
に
短
縮
す
る
よ
う

運
動
を
展
開
し
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
事
業
・
・
・
・
・
・
久
原
梶

ノ
尾
線
の
池
田
地
区
1
、
6
0
0

灯
が
平
成
4
年
度
完
成
、
引
き
続

き
三
城
地
区
6
8
0
灯
を
計
画
中
。

継
続
中
の
富
の
原
坂
口
線
、
県
で

施
工
中
の
杭
出
津
松
原
線
黒
丸
地

区
の
早
期
完
成
を
目
ざ
し
ま
す
。

市
町
村
道
事
業
・
・
:
:
坂
口
皆
同
線

の
本
年
度
完
了
、
杭
出
津
松
原
線

の
早
期
完
成
、
荒
瀬
橋
の
改
修
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

宝
く
じ
緑
化
事
業
に
よ
る
市
道

を
開
催
し
重
要
さ
を
訴
え
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
一
過
性
に
終
る
こ
と

な
く
浄
化
対
策
と
し
て
、
関
係
市
町

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
公
共
下
水

道
事
業
の
促
進
、
農
業
集
落
排
水

事
業
お
よ
び
生
活
関
連
事
業
の
整

備
を
進
め
て
行
く
所
存
で
す
。

さ
ら
に
福
祉
の
充
実
、
農
林
漁

業
や
地
場
産
業
の
育
成
、
水
資
源

の
確
保
、
企
業
誘
致
な
ど
に
も
積

極
的
に
取
り
く
み
「
花
と
歴
史
と

技
術
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
英
知
を
結
集
し
、
そ
の
達

成
に
全
力
を
傾
注
し
ま
す
。

個
か
ら
5
0
0
個
に
増
や
し
ま
す
。

ま
た
、
モ
デ
ル
町
内
に
よ
る
分

別
排
出
の
コ
ン
テ
ナ
お
よ
び
空
か

ん
圧
縮
機
な
ど
の
貸
し
出
し
器
具

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

本
年
度
か
ら
再
資
源
化
物
の
集

団
回
収
運
動
を
推
進
、
古
紙
等
の

回
収
団
体
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

老
朽
化
し
た
ご
み
処
理
施
設
の

更
新
は
、
平
成
6
年
度
か
ら
4
か

田
の
平
線
高
木
植
栽
、
歩
道
設
置

等
に
努
力
し
ま
す
。

ヲ勺
ニ工

港

県
・
市
・
民
間
各
社
等
で
推
進

し
た
国
際
物
流
セ
ン
タ
ー
も
、
昨

年
9
月
に
長
崎
国
際
航
空
貨
物
タ

ー
ミ
ナ
ル
鮒
(
略
称
i
N
I
A
C

T
)
と
し
て
発
足
、
本
格
的
営
業

開
始
は
平
成
6
年
7
月
で
す
。

空
港
を
生
か
し
た
物
流
拠
点
都

市
づ
く
り
と
し
て
、
宅
配
便
の
「
ヤ

マ
ト
運
輸
」
が
平
成
一
克
年
日
月
に

操
業
開
始
し
た
の
に
続
い
て
、
消

防
学
校
横
に
「
(
仮
称
)
新
長
崎

郵
便
局
」
の
庁
舎
建
設
工
事
が
着

工
さ
れ
、
平
成
6
年
叩
月
に
操
業

開
始
の
予
定
。
物
流
拠
点
基
地
に

活
力
あ
る

産
業
都
市
を
め
ざ
し
て

農
林
水
産
業
の
振
興

農
林
行
政
・
・
・
・
・
・農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
に
基
づ
き
、
土
地
の
有
効

利
用
増
進
、
農
業
生
産
の
確
立
、

土
地
の
基
盤
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

農
業
振
興
対
策
・
・
:
:
北
部
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
伴
い
「
水
田

営
農
活
性
化
対
策
事
業
L

を
推
進
。

ま
た
、
農
作
業
の
受
委
託
を
は
じ

め
両
農
協
の
営
農
集
団
機
械
化
に

よ
る
共
同
利
用
施
設
へ
の
助
成
を

本
年
度
か
ら
開
始
し
ま
す
。

地
方
卸
売
市
場
の
統
合
の
た
め
、

来
年
度
第
3
セ
ク
タ
ー
を
設
立
、

7
年
度
の
開
業
を
目
指
し
ま
す
。

団
体
営
の
今
村
地
区
、
今
山
地

区
、
県
営
の
福
重
地
区
の
圃
場
整

備
の
早
期
完
成
。
松
原
・
福
重
両

地
区
共
同
の
新
茶
ま
つ
り
、
レ
ン

ゲ
ま
つ
り
へ
の
助
成
に
努
め
ま
す
。

畜
産
・
・
・
・
・
・
受
精
卵
移
植
等
畜
産
高

度
技
術
を
導
入
し
優
良
畜
種
の
生

産
、
経
営
体
質
を
強
化
し
ま
す
。

2 

年
で
建
設
す
る
予
定
で
す
。

新
し
い
し
尿
処
理
施
設
は
、
本

年
目
月
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。

上
・
下
水
道
の
整
備

水
道
事
業
・
・
・
・
・
・
昨
年
に
引
き
続
き

萱
瀬
ダ
ム
再
開
発
事
業
を
主
と
す

る
第
9
回
拡
張
事
業
を
年
次
計
画

に
従
い
進
め
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
・
・
:
:
東
部
大
村
地

区
(
査
瀬
地
区
)
を
本
年
度
か
ら

9
年
度
ま
で
5
か
年
で
実
施
予
定
。

公
共
下
水
道
・
・・・・
・昨
年
度
に
引
き

続
き
雨
水
・
汚
水
管
渠
等
を
施
工。

本
年
度
よ
り
3
年
間
で
、
宮
小

路
1
丁
目
の

一
部
を
、
緊
急
下
水

道
整
備
特
定
事
業
で
面
整
備
す
る

予
定
で
、
平
成
7
年
度
に
は
、
下

水
道
普
及
率
は
約
印
%
に
な
る
見

込
み
で
す
。

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
・
:
・
:
遠
心
濃

縮
機
を
導
入
し
、
汚
水
・
汚
泥
の

効
率
的
な
処
理
に
努
め
ま
す
。

公
営
住
宅
環
境
の
整
備

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
植
松
住

宅
の
建
替
事
業
を
推
進
。
建
替
戸

設
置
さ
れ
る
郵
便
局
と
し
て
は
九

州
で
第
二
の
規
模
と
い
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
国
・
県
の
施
策
で
あ
る

輸
入
促
進
地
域
(
フ
ォ

l
リ
ン
・

ア
ク
セ
ス
・
グ
l
ン
l
F
A
Z
)
、

長
崎
エ
ア
フ
ロ
ン
ト
計
画
実
現
に

努
力
し
ま
す
。

新
幹
線
・
在
来
線

九
州
新
幹
線
長
崎
ル

l
ト
:
:
:
昨

年
県
案
が
発
表
さ
れ
、
本
年
8
月

に
は
政
府
・
与
党
に
よ
る
整
備
新

幹
線
の
着
工
順
位
の
見
直
し
が
行

わ
れ
る
予
定
、
早
期
着
工
に
向
け

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

大
村
線
の
改
良
、
久
原
駅
新
設

等
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
要
望

陳
情
を
行
い
ま
す
。

林業・・・・
・・
市
民
の
憩
の
場
と
し
て

上
諏
訪
地
区
に
生
活
環
境
保
全
林

が
平
成
4
年
度
に
完
成
。
新
た
に

野
岳
地
区
に
多
目
的
保
安
林
の
整

備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
森
林
の

造
成
で
は
地
域
共
同
間
伐
推
進
モ

デ
ル
事
業
の
地
区
指
定
を
受
け
、

作
業
道
の
開
設
と
森
林
組
合
に
高

性
能
機
械
を
導
入
し
ま
す
。

水
産
業
:
:
:
採
る
漁
業
か
ら
ナ
マ

コ
を
中
心
と
し
た
育
て
る
漁
業
へ

移
行
す
る
た
め
、
魚
礁
の
設
置
や

東
浦
漁
港
の
整
備
等
を
図
り
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
・
・
:
:
萱
瀬
地

区
は
平
成
6
年
4
月
に
、
査
瀬
下

地
区
に
お
い
て
は
平
成
8
年
度
供

用
開
始
の
予
定
で
す
。
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商
工
業
の
振
興

低
利
融
資
制
度
な
ど
の
活
用
に

よ
る
中
小
企
業
の
経
営
安
定
。
商

庖
街
の
共
同
施
設
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
等
に
つ
い
て
も
、
制
度
活
用
の

指
導
を
行
い
ま
す
。

市
街
地
の
再
開
発
・
・
・
・
・
・
高
速
道
路

の
全
面
開
通
や
消
費
者
ニ

l
ズ
の

多
様
化
と
大
居
法
の
改
正
に
伴
い
、

郊
外
に
大
型
庄
の
進
出
計
画
が
あ

り
、
そ
の
対
応
が
既
存
の
商
業
者

に
厳
し
く
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
地
区
更
新
基
本
計
画
を
策

定
し
、
商
庖
街
の
活
性
化
と
、
中

心
市
街
地
の
形
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

上
駅
地
区
に
お
い
て
市
街
地
再

開
発
事
業
基
本
計
画
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
核
と
な
る
大
型
庖
舗
導

入
が
成
否
の
鍵
と
な
っ
て
い
ま
す
。

官
民
一
体
と
な
っ
て
、
魅
力
あ
る

商
庖
街
づ
く
り
に
努
力
し
ま
す
。

企
業
誘
致

ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
に
は
現
在
5

杜
が
進
出
。
中
で
も
小
松
電
子
金

属
側
は
年
々
順
調
で
、
・
本
年
度
中

に
従
業
員
数
も
5
0
0
人
以
上
に
。

辻
本
電
機
製
作
所
、
伸
和
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
ズ
も
昨
年
4
月
か
ら
操

業
を
開
始
し
、
業
績
は
順
調
で
す
。

大
阪
か
ら
の
進
出
企
業
双
栄
通

商
も
、
本
年
4
月
か
ら
新
社
屋
で

操
業
開
始
予
定
で
す
。

本
年
度
は
、
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク

の
核
と
な
る
よ
う
な
研
究
開
発
関

() 

導
委
員
の
増
員
と
相
ま
っ
て
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
市
営
庭
球
コ

l
ト
の
改

修
や
ナ
イ
タ
ー
設
置
、
ス
ポ
ー
ツ
ト

ラ
ク
タ
ー
の
導
入
等
、
体
育
施
設
の

整
備
充
実
と
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

多
目
的
ホ
ー
ル

平
成
7
年
度
着
工
を
め
ざ
し
て

多
目
的
ホ
l
ル
の
建
設
を
計
画
。

今
後
、
オ
フ
ィ
ス
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
、
フ
ォ
l
リ
ン
・
ア
ク
セ
ス
・

連
産
業
や
航
空
機
関
連
産
業
の
誘

致
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
・

戸
ル
カ
デ
ィ
ア
事
業

地
方
拠
点
都
市
法
に
基
づ
く
オ

フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
事
業
の

指
定
に
つ
い
て
は
有
力
祝
さ
れ
て

お
り
、
本
市
の
幻
世
紀
の
方
向
を

決
め
る
重
要
な
事
業
と
し
て
受
け

止
め
、
全
力
を
傾
注
し
ま
す
。

特
に
、
当
面
の
課
題
で
あ
る
用

地
の
買
収
に
つ
い
て
も
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
l
ム
を
編
成
。

ま
た
、
同
事
業
の
産
業
業
務
支

援
施
設
と
も
い
う
べ
き
中
核
的
施

設
(
国
際
会
議
場
・
展
示
場
等
)

の
建
設
準
備
を
は
じ
め
、
事
業
運

営
の
た
め
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
を

設
立
す
る
考
え
で
す
。

観

光

昨
年
は
琴
平
岳
展
望
所
を
整
備

し
、
市
内
初
の
有
料
フ
ァ
ミ
リ
ー

。ハ

l
ク
「
琴
平
ス
カ
イ
パ

1
ク」

と
し
て
オ
ー
プ
ン
。
市
内
外
か
ら

も
多
く
の
方
が
訪
れ
、
年
間
利
用

者
は
約
3
万
人
。
さ
ら
に
施
設
の

拡
充
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

ま
た
、
野
岳
湖
周
辺
対
岸
の
南

グ
l
ン
な
ど
関
連
施
設
と
の
整
合

性
や
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
の

答
申
を
踏
ま
え
、
本
年
度
中
に
基

本
計
画
を
策
定
の
予
定
で
す
。

国
際
交
流
の
推
進

大
村
国
際
交
流
協
会
へ
の
支
援
o

m数
年
来
の
中
国
上
海
県
と
の
友

好
交
流
を
基
盤
に
、
青
少
年
・
農

業
経
済
交
流
等
の
積
極
的
な
推
進
。

本
年
度
、
大
村
市
日
中
親
善
協

会
が
行
う
中
国
上
海
県
へ
の
少
年

県
下
一
の
花
の
名
所
を
誇
る
大
村
公
園

花
の
シ
ー
ズ
ン
を
ピ
ー
ク
に
年
間
印
万

i
刊
万
人
の
利
用
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。

平成 5年 4月号広報おおむら

4
0
0
年
の
歴
史
を
誇
る
県
下

一
の
花
の
名
所
大
村
公
園
も
、

3

月
末
の
桜
を
皮
切
り
に
つ
つ
じ
、

ふ
じ
、
花
菖
蒲
、
あ
じ
さ
い
と
、

6
月
末
ま
で
次
々
と
開
花
し
、
皆

さ
ん
の
お
越
し
を
心
待
ち
に
し
て

/、イテクノ《ーク

健
康
の
保
持
・
増
進

健
康

弘 で
祉

ふ
都

れ
市

あ
をし
め v

予の
さ

あし る
て

「
健
康
」
で
「
安
心
」
と
「
生

き
が
い
」
の
持
て
る
地
域
社
会
づ

く
り
の
た
め
、
総
合
健
康
診
査
を

は
じ
め
と
す
る
老
人
保
健
事
業
、

母
子
保
健
事
業
の
推
進
、
食
生
活

改
善
事
業
の
充
実
、
市
民
参
加
の

「
健
康
ま
つ
り
」
を
継
続
し
ま
す
。

特
に
、
受
診
率
の
向
上
を
め
ざ

し
て
、

mw
歳
、
印
歳
、

ω歳
到
達

の
老
人
保
健
対
象
者
に
対
し
、
ふ

し
め
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

サ
イ
ト
に
ロ
ザ
・
モ
タ
広
場
、
親

水
広
場
を
整
備
し
、
湖
周
辺
を
巡

る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

l
ド
も
近
々

完
成
し
ま
す
。

競
艇
事
業

全
国
的
売
上
げ
減
少
が
続
く
中

で
、
本
競
艇
場
は
入
場
者

M
%増、

売
上
げ

M
%増
と
前
年
度
な
み
を

堅
持
し
て
い
ま
す
が
前
途
は
厳
し

い
状
況
で
す
。

本
年
度
は
、
長
期
的
展
望
の
上

に
た
っ
て
、
フ
ァ
ン
の
ニ

1
ズ
に

沿
っ
た
魅
力
あ
る
競
走
場
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

専
用
場
外
発
売
所
設
置
に
向
け

て
も
、
調
査
研
究
を
図
り
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
チ
l
ム
の
派
遣
な
ど
、

で
き
る
限
り
の
対
応
を
し
ま
す
。

ま
た
、
多
様
化
す
る
国
際
都
市

づ
く
り
に
対
し
、
職
員
の
専
門
的

知
識
を
取
得
さ
せ
る
た
め
、
本
年

度
か
ら
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研

修
所
に
派
遣
し
た
い
考
え
で
す
。

今
年
度
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が

種
子
島
に
上
陸
し
て
か
ら
4
5
0

年
目
に
あ
た
り
、
日
本
・
ポ
ル
ト

ガ
ル
両
国
で
様
々
な
記
念
行
事
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。

今
年
は
、
平
成
2
年
度
よ
り
着

手
し
て
い
ま
し
た
「
花
と
歴
史
の

城
社
整
備
事
業
」
に
よ
る
ト
イ
レ
・

照
明
施
設
・
城
塀
・
案
内
板
・
遊

歩
道
舗
装
な
ど
も
完
成
し
、
一
段

と
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
花
を
見
に
来
ら
れ
る
人

た
ち
に
ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て
お

願
い
が
あ
り
ま
す
。

ゴ
ミ
は
お
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い

大
村
公
園
の
花
の
最
盛
期
の
土

曜
・
日
曜
日
に
は
数
万
人
の
花
見

客
が
来
固
さ
れ
、
捨
て
ら
れ
る
ゴ

ミ
も
膨
大
な
量
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
片
付
け
る
た
め
、
翌
日
は
早

朝
か
ら
収
集
を
開
始
し
て
い
ま
す

が
、
処
理
に
数
日
間
か
か
る
場
合

も
あ
り
大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
後
か
ら
来
園
さ
れ

国
民
健
康
保
険
事
業
・
・
・
・
・
・
急
速
な

高
齢
化
が
進
む
な
か
、
医
療
費
の

増
嵩
、
低
所
得
者
層
の
加
入
割
合

の
増
大
に
よ
る
財
政
基
盤
の
脆
弱

化
と
い
う
構
造
的
問
題
を
依
然
と

し
て
抱
え
て
い
ま
す
。

国
で
は
、
国
保
財
政
安
定
化
支

援
事
業
あ
る
い
は
人
件
費
等
の

一

般
財
源
化
な
ど
の
措
置
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
国
庫
負
担

金
の
増
額
お
よ
び
保
険
税
の
平
準

化
に
向
け
て
の
要
請
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
保
険
税
の
収
納
率
も
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
収
納
率
向
上

対
策
を
図
り
な
が
ら
国
保
財
政
の

長
期
安
定
に
努
め
ま
す
。

市
立
病
院

本
年
度
、
心
臓
血
管
病
セ
ン
タ

ー
建
設
の
初
年
度
と
し
て
工
事
に

着
工
。
平
成
7
年
度
開
設
の
予
定

で
す
。

社
会
福
祉
の
推
進

急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
へ
対

応
す
る
た
め
、
本
年
度
で
は
「
高

齢
者
保
健
福
祉
推
進
刊
か
年
戦
略
」

を
実
施
す
る
た
め
の
老
人
保
健
福

祉
計
画
を
策
定
、
平
成
日
年
度
ま

で
を
見
通
し
た
公
的
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
基
盤
整
備
を
図
り
ま
す
。

教
育
と
文
化
の
薫
る

都
市
を
め
ざ
し
て

教
育
環
境
の
整
備

教
育
行
政
・
・
・
・
・
・
人
間
尊
重
の
精
神

を
基
調
と
し
て
、
個
性
と
創
造
性

を
生
か
す
教
育
。

さ
ら
に
、
生
涯
を
通
じ
て
学
び
、

国
際
的
視
野
に
立
つ
人
間
性
豊
か

な
教
育
都
市
を
目
指
し
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備
・
・
・
・
・
・
老
朽
化
し

た
三
城
小
学
校
(
体
育
館
)
・
松

原
小
学
校
・
郡
中
学
校
の
大
規
模

改
造
を
実
施
、
各
小
学
校
の
放
送

<， 

昨
年
7
月
「
日
本
ポ
ル
ト
ガ
ル

友
好
4
5
0
周
年
記
念
行
事
実
行

委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
県
も
国

際
交
流
課
を
事
務
局
に
、
実
行
委

員
会
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

本
市
も
こ
の
事
業
に
積
極
的
に

参
加
し
、
「
ア
マ
リ
ア
・
ロ
ド
リ

ゲ
ス
・
リ
サ
イ
タ
ル
」
、
ロ
ザ
・

モ
タ
を
招
待
し
て
の
「
日
本
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
」
「
映

画
ま
つ
り
」
等
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

る
人
た
ち
に
迷
惑
が
か
か
っ
て
お

り
、
大
村
市
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
公
園
に
残

す
も
の
は
楽
し
い
思
い
出
だ
け
に

し
て
、
自
分
で
持
ち
込
ん
だ
弁
当

の
空
箱
、
包
装
紙
、
残
飯
類
、
ジ

ュ
ー
ス
の
空
缶
な
ど
は
、
必
ず
持

ち
帰
っ
て
処
分
さ
れ
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
施
設
は
大
切
に

ま
た
、
大
村
公
園
の
ト
イ
レ
で

は、

一
部
の
心
な
い
人
に
よ
り
ド

ア
が
壊
さ
れ
た
り
、
雑
誌
が
詰
め

込
ま
れ
た
り
、
鏡
を
盗
ま
れ
る
な

ど
の
被
害
が
で
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
に
限
ら
ず
、
公
園
は
多

く
の
人
が
利
用
す
る
施
設
で
す
。

訪
れ
る
人
が
不
愉
快
な
思
い
を
し

な
い
よ
う
、
マ
ナ
ー
を
守
り
、
大

切
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

設
備
も
年
次
計
画
で
更
新
し
ま
す
。

ま
た
、
人
口
増
加
地
区
の
大
村

中
学
校
・
桜
が
原
中
学
校
の
増
築

を
行
い
、
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

は
、
本
年
度
で
全
中
学
校
へ
の
導

入
を
完
了
の
予
定
で
す
。

生
涯
学
習
と

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

社
会
教
育
行
政
:
:
:
新
し
い
事
業

と
し
て
、
学
び
あ
う
社
会
づ
く
り

推
進
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
松

そ
の
ほ
か

市
民
課
窓
口

本
年
度
に
は
、
休
日
や
夜
間
に

住
民
票
な
ど
を
受
付
で
き
る
「
休

日
夜
間
申
請
受
付
ボ
ッ
ク
ス
」
の

設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

電
子
計
算
行
政

窓
口
で
の
各
種
証
明
書
の
即
時

さ
ら
に
、
「
す
こ
や
か
福
祉
基

金
」
の
運
用
益
に
よ
る
各
種
事
業

に
加
え
、
平
成
5
年
度
の
新
規
事

業
と
し
て
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等

の
た
め
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導

入
、
シ
ル
バ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
の
推
進
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

3
歳
未
満
の
乳
幼
児
に

対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡
大
、
保

育
事
業
の
充
実
。
障
害
者
、
母
子

寡
婦
の
制
度
の
充
実
強
化
、
特
に

本
年
度
は
、
視
覚
障
害
者
の
た
め
、

新
規
事
業
と
し
て
タ
ク
シ
ー
代
の

助
成
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

清
和
園
の
整
備
・
・
:
:
居
室
の
冷
房

化
、
屋
根
、
外
壁
等
老
朽
個
所
の

改
修
を
進
め
ま
す
。
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並
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

建
設
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
を
整

備
し
ま
す
。

ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

努
め
る
一
方
、
文
化
基
金
の
増
額

な
ど
、
地
域
文
化
の
発
展
高
揚
に

努
め
ま
す
。

歴
史
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
展
示
資
料
の
収
集
に
努
め
、

建
設
に
向
け
準
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
旧
楠
本
正
隆
屋
敷
も
「
歴

史
の
ま
ち
大
村
」
に
ふ
さ
わ
し
い

施
設
と
し
て
、
保
存
整
備
し
ま
す
。

体
育
行
政
:
:
:
県
下
で
初
め
て
ス

ポ
ー
ツ
振
興
基
金

(
1
億
円
)
を

設
け
、
選
手
の
派
遣
、
強
化
、
指

導
者
の
養
成
等
を
促
進
、
体
育
指

発
行
や
、
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
、

迅
速
で
、
的
確
な
対
応
を
行
う
た

め
、
税
更
正
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
の
開
発
を
行
う
予
定
で
す
。

庁
舎
改
修
等

事
務
室
や
会
議
室
等
不
足
の
解

消
の
た
め
、
本
年
度
で
事
務
室
兼

車
庫
棟
を
建
設
改
修
。
ま
た
、
議

会
の
活
動
を
市
民
に
伝
え
る
モ
ニ

タ
ー
テ
レ
ビ
を
設
置
予
定
で
す
。

以
上

分
譲
宅
地
「
シ
ー
サ
イ
ド
よ
さ
き
」

い
よ
い
よ
着
工

一
般
公
募
は

平
成
6
年
度
か
ら

大
村
市
土
地
開
発
公
社
(
神
奴

理
事
長
)
が
進
め
て
い
る
分
譲
宅

地
「
シ
ー
サ
イ
ド
よ
ぎ
き
」
の
造

成
工
事
に
か
か
る
起
工
式
が

3
月
2
日
、
久
原
2
丁
目
の

現
地
で
行
わ
れ
、
工
期
中
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

国
立
長
崎
中
央
病
院
下
、

国
道
M
号
線
沿
い
の
丘
陵
地

に
位
置
し
、
造
成
面
積
は
約

5
万
2
千
平
方
灯
。
一
区
画

平
均
刊
坪
で
全
乃
区
画
(
う

ち、

1
区
画
は
庖
舗
併
用
住

宅
地
)
、
都
市
公
園
や
児
童
公

園
も
建
設
さ
れ
ま
す
。

第
1
期
分
譲
は
平
成
6
年
度
当

初
の
予
定
で
、
一
般
公
募
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
順
次
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

(
大
村
市
土
地
開
発
公
社
)

5 
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平成 5年 4月号

T1年間の成果を見てください

7年間の練習成果を発表する「なかちく公

民館まつり」が、 3月ア巴を皮切りlこ4日間

行われ¥期間中大変にぎわいました。

なかちく公民館は、現在約60団体1，000人

以上の会員ガ¥趣味を生かし芝生涯学習の場

広報おおむ ら

として活発な活動ガされています。

7日は、大正琴演奏や舞踊、ダンス、合唱

などの舞台発表。 13日から15日までの3日間

は、給画や書、工芸、華道などの展示発表の

ほか、着物差付¥茶会、パザ一、ガレージセ

ールなどが行われていましだ。

九 喝

企手作りの作昂などズラリ
(3/6・市コミセン〉

大村生活学枝(J11里和子代表〉は3月

6白、会員(各種婦人団体〉の日ごろの

学習活動の成果を発表しようと、市コミ

センで生活展を開きまし定。

会場には、パッチワークや編物、戸一

トフラワー、生花、紙ねんど、布の総本、

再生田利用などの作自展示のほか、衣料

日や食器などの日用田・野菜などのチャ

リティー即売もあり、開場と同時に多く

の人ガ訪れ、終始にぎわっていました。

A怠かなか上手だ、ね/
(3/6・竹松住民センター〉

竹松小校区健全協では3月6目、 3世代受

流で青少年健全育成を図ろうと、わらぞうり

作りを楽しみましだ。今回で8回目。

会場には¥お年寄りから児童生徒¥父兄な

ど約50人が参加。

初めは、 「作り方ガ全然分からないJ と言

っていだ子ども疋ちも、お年寄りの指導のお

かげで次第に上達。わうぞうりの出来上がり

に満足げでした。

4
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
大
ハ
ッ
ス
ル

(
2/
引
・
市
コ
ミ
セ
ン
)

第
お
回
大
村
市
青
年
団
の
青
年
祭
ガ

2
月
別
白
、

市
コ
ミ
セ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
定
。

今
回
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
友
沼
団
体
と
の

「
対
抗
カ
ラ
オ
ケ
大
会
L

ガ
行
わ
れ
、
各
チ
ー
ム
の

歌
唱
力
や
一
ン
工
ス
チ
ャ
ー
に
対
し
会
場
は
拍
手
あ
り
、

大
爆
笑
あ
り
で
あ
あ
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
だ
。

5
地
区
の
青
年
E
Cよ
る
演
劇
な
ど
も
催
さ
れ
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
ガ
漂
っ
て
い
ま
し
疋
。

( ， 4、

企子ども会ではこんな活動を
(3/14・市コミセン〉

モデル子ども会発表会ガ3月刊目、市コミ

センで開かれ、子ども会活動の望ましい在り

方、魅力ある活動の進め方などを研究・協議

しまし疋口

市子ども会育成連合会が毎年開いているも

ので、今回は、竹松小枝区連の「わらぞうり

作り」実演や鈴陰子ど、も会の活動発表をはじ

め、松尾子ども会の劇、久津・寺本子ども会

は野岳運動会のビデオ上映、水因子ども会は

「もぐら打ち」実演など、各子ども会などで

取り組んでいる活動内容を発表しました。

h
F

元
気
い
っ
ぱ
い
少
年
剣
士

(
3
/
ア
・
市
民
体
育
館
)

防
火
へ
の
認
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、

3
月
7
日
行
わ
れ
だ
第
お
回
防
火
少
年
剣

道
大
会
。
市
内
の
剣
士
約
5
0
0人
ガ
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
し
の
ぎ
を
削
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
叡
称
略
)

団
体
①
微
神
堂
②
放
虎
原
③
大
村
中
央

個
人
・
小
学
:
・
⑦
栗
山
駅
也

(
植
松
)

②
大
川
内
匡
史
(
放
虎
原
)
③
丸
山
昌
継

(
天
真
)
・
中
学
男
:
・
⑦
嶋
津
英
俊

(中

央
)
②
御
厨
俊
介
(
松
原
)
③
佐
古
昌
俊

(
三
浦
中
央
)
・
中
学
女
:
・
⑦
校
之
瀬
愛
子

(
放
虎
原
〕
②
鈴
木
干
穂
(
田
下
)
③
小

嶋
美
保
全
一
浦
中
央
)

おもいやりで、あったか空間

あなたもできる
ボランティア活動

-シリーズ 1・
大村市は¥昨年市制施行50周年

を記念し「ボランティ戸福祉都市

宣言」を行い¥あ芝定かいJ山とJ山

のふれあう街おおむらをつくるこ

とを宣言しましだ。

市民の皆さんの、ボランティ戸

活動への積極的な参加をいただ、く

だめ、シリーズで掲載します。

6 

人
間
同
士
の
ふ
れ
あ
い

・
交
流

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
根
底
に
あ
る

も
の
は
、
人
間
同
士
の
温
か
い
ふ

れ
あ
い
や
交
流
で
す
。
実
際
に
行

動
し
て
み
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
わ
た
し
た
ち
に
決
し
て
お

金
で
は
買
え
な
い
、
精
神
的
な
充

足
感
を
昧
わ
わ
せ
て
く
れ
る
の
で

は
な
い
、で
し
ょ
う
か
。

い
く
ら
頭
で
考
え
て
い
て
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
行
動
に
移
さ
な

け
れ
ば
な
ん
の
意
味
も
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
し
て
み
た
い
が
、
ど
う
や

っ

て
始
め
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
、
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

基
本
は
「
困
っ
て
い
る
人
の
お
手
伝
い
を
』

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
本
は
「
困

っ
て
い
る
人
の
お
手
伝
い
を
し
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
で
す
か
ら
、

身
近
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と

し
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
わ
た
し

た
ち
は
1
人
で
も
行
動
を
起
、
」
す

こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
身
近
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
に
参
加
す
る
の
も
よ

い
方
法
で
し
ょ
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

た
い
人
は
大
村
市
社
会
福
祉
協
議

会
(
宮
@
1
3
5
1
)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
希
望
す
る
個
人
や
グ
ル

ー
プ
に
、

活
動
の
場
を
紹
介
し、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
事
故
を

救
済
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の

加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

f 

第

3
E
む
l
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進

キ
ャ
ふ
べ
l
b

(3/↑3・なかちく公民館〉

h
」

シ

l
ト
ベ
ル
ト
は
、

衝

河
川
冒

突
時
の
衝
撃
で
フ

ロ
ン
ト

ガ
ラ
ス
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
車
外

に
放
り
出
さ
れ
た
り
す
る
の
を
防

ぐ
大
切
な
命
綱
で
す
が
、
衝
突
時

の
衝
撃
は
相
、後

以
上
に
大
き
い
も

の
で
す
。

例
え
ば
、
時
速
mw
凶
で
衝
突
し

た
と
き
の
衝
撃
は
高
さ
6
m
か
ら

の
落
下
に
等
し
く
、
印
刷
で
は

u

m
、
初
回
で
は
お
m
と
い
う
よ
う

に
、
ス
ピ
ー
ド
が
増
加
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
受
け
る
衝
撃
も
飛
躍
的

に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

@
問
題
時
速
川
畑
で
固
定
壁
に

衝
突
し
芝
と
き
の
衝
撃
は
、
高
さ

伺

m
か
ら
の
落
下
に
等
し
い
で
し

ょ
う
か
。

①

m
m
②
犯

m
③
初

m

両

」

自

動

車
乗
車
中
の
事
故

伊
凶
」
圃
死
者
の
う
ち
約
8
割
は
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
で
、
そ
の

多
く
は
若
者
が
占
め
て
い
ま
す
。

平
成
4
年
日
月
末
現
在
に
お
け
る
、

自
動
車
事
故
死
者
の
年
齢
層
別
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
状
況
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。

。
問
題
同
時
期
に
お
け
る
自
動

車
乗
車
中
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用

の
受
通
事
故
死
者
総
数
の
う
ち
¥

旬

i
m歳
の
若
者
は
約
何
割
を
占

ワ
イ
ス

め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

⑦
2
割

②

4
割

③

6
割

賞

品

・

A
コ
l
ス
リ
電
子
ブ
ッ

ク
プ
レ
ー
ヤ
ー

m人
・

B
コ
1
ス

H
H

マ
ル
チ
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー

初
人
・

c
コ
l
ス
ー
パ

ー
ソ
ナ
ル

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
初
人

応
募
期
限

4
月
日
日
同
(
当
日

消
印
有
効
)

年齢層別シートベルト着用状況別表

7 



国
喜
男
盟
只
@
均
倍
守
島
D

第
5
回
を
迎
え
た
大
村
市
子
ど

も
美
術
展
。
今
回
も
力
作
が
勢
ぞ

ろ
い
、
2
月
お
日
か
ら
3
月
4
日

ま
で
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
入
賞
作
品

の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
美
術
展
は
、
小
・
中
学
生

を
対
象
に
中
央
公
民
館
(
市
コ
ミ

セ
ン
)
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、

応
募
総
数
2
、

2
2
6
点
(
絵
画

8
0
9
占
…
・
室
田
1
、
4
1
7
占
…
)
、

入
賞
作
品
は
総
数
4
3
3
点
で
し

た
三
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

ー
第
5
回
子
ど
も
美
術
展

1

(3/1・市コミセン)力作がずらり

。
絵
画
の
部

・
市
長
賞
l
川
瀬
祐
二

(
郡
中
1

年
)

・
議
長
賞
l
渡
辺
真
紀
(
三
一
浦
小

5
年
)

・
教
育
長
賞
l
本
多
真

一
郎
(
大

村
小
4
年
)

。
書
の
部

・
市
長
賞
l
松
尾
憲
優
(
大
村
中

2
年
)

・
議
長
賞
l
平
野
京
子
(
大
村
小

1
年
)

・
教
育
長
賞
l
岩
永
容
子

原
小
4
年
)

総画の部市長賞
川瀬祐二くんの作品

(郡中 1年)

書の部市長賞
松尾憲優くんの作品

(大村中 2年)

地域ぐ~~-r育マょう

消
火
活
動
協
力
者
に
感
謝
状

大
村
消
防
署
は
、
春
季
火
災
予

防
運
動
の
初
日
に
あ
た
る
3
月
1

日
、
火
災
の
消
火
活
動
に
協
力
さ

れ
た
4
人
に
対
し
、
感
謝
状
を
贈

り
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
緒

方
異
俊
さ
ん
(
沖
田
町
)
、
平
松

幸
子
さ
ん
(
水
主
町
2
丁
目
)
、

江
口
フ
デ
子
さ
ん
(
東
三
城
町
)
、

福
田
喜
代
和
さ
ん
(
諏
訪
2
丁
目
)

(
放
虎

二青少年健全育成研究大会・意見発表会二

少年の白 包月7日
家庭の包 信用第3日曜

で
、
皆
さ
ん
は
、
建
物
の
密
集
す

る
火
災
危
険
地
域
に
お
け
る
建
物

火
災
の
と
き
、
適
切
な
判
断
と
行

動
に
よ
り
、
延
焼
を
未
然
に
防
止

さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
消
防
署
で
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
浦
田
署
長
が
消
火
活

動
へ
の
協
力
を
た
た
え
、
感
謝
状

と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

r__ ~.~1~ 一一回ι 4 

少年の意見発表では、 14人の小・中学生が体験談

などを堂々と発表しました。(2/28・市コミセン)

大
村
市
青
少
年
健
全
育
成
連
絡

協
議
会
(
鈴
木
信
幸
会
長
)
で
は

2
月
お
日
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
青
少

年
健
全
育
成
研
究
大
会
・
少
年
の

意
見
発
表
会
を
聞
き
ま
し
た
。

市
内
に
は
凶
の
健
全
協
が
あ
り
、

消
火
活
動
協
力
者
と
し
て
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
(
中
央

は
浦
田
署
長
)

(
3
/
1
・
大
村
消
防
署
)

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、
キ

ャ
ラ
バ
ン
・
非
行
防
止
活
動
や
地

域
を
あ
げ
て
の
諸
行
事
な
ど
が
活

発
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
会
に
は
、
健
全
協
関
係
者
な

ど
約
3
0
0
人
が
参
加
。
長
崎
大

学
教
授
の
猪
山
勝
利
氏
の
「
家
庭

の
中
の
子
育
ち
、
親
育
ち
」
と
題

し
て
の
講
演
、
非
行
・
事
故
防
止

ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
の
表
彰
の
あ
と
、

意
見
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

意
見
発
表
会
で
は
、
各
健
全
協

か
ら
小
・
中
学
生
U
人
が
、
体
験

談
や
今
思
っ
て
い
る
こ
と
、
今
後

の
取
り
組
み
な
ど
を
堂
々
と
発
表

し
ま
し
た
。

8 

火の固フェスタ・くまもと'句
会期 10月T日働~竹月刊日(日)(45日間)

会場熊本城公園および市民会館など各施設.-Ja

前売券好評発売中:前売券お買上げの人に J・・h通

うれしい特典〈ハワイ往復ぺ戸航空券ほか¥ ，....石
豪華高田があたります〉 ムんよム
問い合わせ企画調整課(内線223) 可ヨケ



平成 5年 4月号広報おおむら

...-""l ~iã ⑧⑧⑤⑤ 
ム?保険料変わります

定額保険料 10，500円
付加保険料 10，900円

4
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料

が
改
正
さ
れ
ま
す
。

被
保
険
者
の
人
に
は
負
担
増
と

な
る
わ
け
で
す
が
、
現
在
、
皆
さ

ん
が
納
め
て
い
る
保
険
料
は
、
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
の
た
め
に

生
か
さ
れ
て
お
り
、
物
価
上
昇
率

に
応
じ
て
年
金
額
も
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
加
入
し
て
い
る
皆

さ
ん
が
年
金
を
受
給
す
る
年
代
に

な
っ
た
と
き
、
年
金
制
度
が
安
定

し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
長
期
的
な
財
政
計

画
に
基
づ
い
て
保
険
料
の
引
き
上

げ
が
必
要
だ
と
い
え
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
世
代
と
世

代
が
順
送
り
に
支
え
る
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。

す
べ
て
の
人
が
、
豊
か
な
老
後

親子で楽しく

福田久幸さん(植松 1丁目)の作品

(国民年金写真コンテスト入賞作品より)

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
保
険
料
の
引

き
上
げ
、
納
付
に
つ
い
て
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

@
付
加
保
険
料

定
額
の
保
険
料
に
月
額
4
0
0

円
上
乗
せ
し
て
納
め
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
付
加
保
険
料
を
納
め
た

月
×
2
0
0
円
が
年
額
に
加
算
さ

れ
て
、
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

4

月
初
日
働
ま
で
に
/

平
成
4
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、

4
月
初
日
胤
閣
を
過
ぎ
る
と

お
手
持
ち
の
納
付
書
で
は
納
め
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
早
め
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

玄巾
イ
l

保
険
年
金
課
年
金

大
村
市
東
京
事
務
所

阜
い
ν
ち
A
W
T
5年
目
を
迎
え
ま
し
た

「
東
京
事
務
所
は
歩
く
、
」
と
か

ら
始
ま
る
」
と
心
境
を
語
る
の
は
、

開
設
し
て
5
年
目
を
迎
え
る
大
村

市
東
京
事
務
所
の
小
田
昭
所
長
。

大
村
市
東
京
事
務
所
は
、
大
村

と
中
央
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
平

老
齢
福
祉
年
金
受
給
権
者
の
皆
さ
ん
ヘ

年
金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

4
月
期
の
年
金
は
4
月
9
日
か

ら
受
給
で
き
ま
す
。
年
金
を
受
け

取
っ
た
ら
す
「
に
年
金
証
書
(
緑

色
の
子
帳
)
を
年
金
係
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

該
当
者
に
は
、
返
送
用
封
筒
を

既
に
送
付
済
で
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

今
回
、
証
書
を
お
預
り
し
て
、

8
月
期
分
の
年
金
額
(
物
価
ス
ラ

イ
ド
に
よ
る
額
を
含
め
た
額
)
を

記
入
し
、

8
月
上
旬
ま
で
に
お
返

し
し
ま
す
。

提
出
期
間
4
月
9
日
働
i
初
日

働
出
張
所
で
は
受
け
付
け
て
い
ま

せ
ん
。
返
送
用
封
筒
で
送
る
か
、

直
接
年
金
係
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

今
回
提
出
の
必
要
が
な
い
人

(
8

月
の
定
時
届
時
に
提
出
し
て
い
た

成
元
年
4
月
か
ら
開
設
、
以
来
、

中
央
の
情
報
収
集
、
情
報
交
換
、

企
業
誘
致
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

平
成
4
年
4
月
か
ら
5
年
1
月

ま
で
の
活
動
状
況
は
、
事
務
所
に

小田所長

だ
き
ま
す
)

・
所
得
制
限
に
よ
り
、
平
成
4
年

8
月
1
5
年
7
月
ま
で
全
額
支
給

停
止
に
な
っ
て
い
る
人
。

-
他
の
公
的
年
金
が
あ
る
た
め
、

一
部
支
給
に
な
っ
て
い
る
人
。

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課
年
金

玄巾，A
i
 

事務員の佐藤さん
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「
前
・
井
本
消
防
団
長
岡
の
業
績

を
汚
す
こ
と
な
く
、
伝
統
あ
る
消

防
団
を
誠
意
を
持
っ
て
守
っ
て
い

き
た
い
」
と
、

決
意
を
新
た
に
さ

れ
る
の
は
、

3
月
日
日
よ
り
大
村

市
消
防
団
長
に
就
任
さ
れ
た
松
永

さ
ん
。

消
防
団
歴
必
年
、
日
年
前
か
ら

副
消
防
団
長
と
し
て
、
ご
尽
力
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
昼
夜
を

問
わ
ず
出
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
消
防
団
。
現
在
は
、
風
水
害
は

少
な
く
、
火
災
が
ほ
と
ん
ど
だ
そ

う
で
、
た
ば
こ
の
不
始
末
、
天
ぷ

ら
油
か
ら
の
出
火
が
多
い
。
逆
に

子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
は

減
少
傾
向
に
あ
る
と
か
。

大
村
市
は
、
現
在
、
人
口
約
7

万
6
千
人
、
2
万
3
千
7
0
0
世

帯
が
あ
り
、
日
個
分
団
約
6
3
0

人
の
団
員
が
、
地
域
の
安
全
に
奮

闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
団
員
は
定
数
の
7

0

0
人
に
満
た
ず
、
団
員
増
が

一
番

の
課
題
、
特
に
、
若
い
人
の
入
団

が
少
な
く
、
後
援
会
な
ど
の
力
添

え
で
団
員
獲
得
を
図

っ
て
お
り
、

大
き
な
取
り
組
み
の

一
っ
と
話
さ

れ
る
松
永
さ
ん
。

消
防
団
は
、
本
当
に
奉
仕
精
神

が
な
い
と
出
来
な
い
任
務
で
す
が
、

松
永
さ
ん
を
は
じ
め
団
員
の
皆
さ

ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

誠
意
を
持
っ
て

守
り
た
い

ー
消
防
団
長
l

ティ弓ミス

松
永
繁
一
さ
ん

(
臼
歳

・
杭
出
津

2
丁
目
)

長
崎
県
中
国
語
コ
ン
ク
ー
ル
が
，

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
初
級
の
部
で

藤
原
さ
ん
が
み
ご
と
最
優
秀
賞
に

輝
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
崎
県
日
中
親
善
協

議
会
が
毎
年
開
催
、
上
級
の
部
も

あ
り
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

中
国
語
を
習
い
始
め
ら
れ
た
の

は
大
学
に
入
っ
て
か
ら
。
高
校
時

代
に
中
国
の
留
学
生
と
の
交
流
会

に
参
加
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

強
い
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

と
の
、」と
。

4
月
か
ら
長
崎
大
学
の
3
年
生
、

将
来
は
小
学
校
の
先
生
を
希
望
。

「今
し
か
ゃ
れ
な
い
の
で
、
ハ
ン

グ
リ
ー
精
神
で
/
」
と
、
何
事
に

対
し
て
も
意
欲
的
で
す
。

特
に
、
中
国
語
は
、
大
学
で
の

専
攻
の
ほ
か
個
人
的
な
指
導
を
受

け
た
り
、
ラ
ジ
オ
講
座
や
、
昨
年

か
ら
は
市
コ
ミ
セ
ン
で
の
中
国
語

講
座
に
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
海
交
通
大
学
に
短
期
留
学
の

経
験
を
持
ち
、
中
国
の
雄
大
な
土

地
に
魅
せ
ら
れ
て
、
ま
た
行

っ
て

み
た
い
と
胸
踊
ら
せ
て
い
ま
す
。

長
崎
県
と
中
国
の
友
好
は
深
く
、

「
少
し
で
も
両
国
間
の
交
流
の
お

手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も

中
国
語
を
勉
強
し
た
い
」
「
来
年

は
、
上
級
の
部
で

コ
ン
ク
ー
ル
に

挑
戦
し
て
み
た
い
」
と
、
藤
原
さ

ん
の
目
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

堂
々
の
最
優
秀
賞

ト
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
家
族
や

友
人
か
ら
期
待
さ
れ
る
ほ
ど
に
な

り
ま
し
た
。

ケ
ー
キ
が
焼
き
上
が
っ
た
時
の

感
動
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
同
じ
時
聞
を

共
有
し
、
作
り
上
げ
ら
れ
る
お
菓

子
に
は

い
ろ
ん
な
人
生
の

エ
ッ
セ

ン
ス
が
加
わ
り
、
と
て
も
素
敵
な

味
に
な
り
ま
す
。

定

例

会

毎
月
第
1
・
第
3
木
曜

日
、
午
前
9
時
却
分
1
ロ
時

場

所

市
コ
ミ
セ

ン

講

師

虞
中
恵
子
先
生

連
絡
先

志

方

(
宮
@
1
8
5
1
)

ー
中
国
語
コ
ン
テ
ス
ト
ーa 

昨
年
7
月
に
会
員
初
人
で
発
会

し
た
お
菓
子
作
り
の
グ
ル
ー
プ
で

す。
毎
月
第
1

・
第
3
木
曜
日
に
集

ま
り
、
甘
さ
を
お
さ
え
、
低
カ
ロ

リ
ー
-
無
添
加
の
安
全
な
お
菓
子

を
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
す
。

ま
っ
た
く
の
基
礎
か
ら
ス
タ
l

藤
原
奈
緒
子
さ
ん

(
却
歳
・
池
田
新
町
〉

(() 

可

‘? 

f 

パ
ー
ス
デ
イ
ケ
i
キ
に
入
刀
す
る

池
田
さ
ん
と
松
本
市
長

(
3
/
叩

・
慈
恵
荘
)

池田ハノレさん(明治26年生まれ)が、 3月10日てや

満100歳を迎えられ、松本市長は同日、お祝いのた

め入所先の慈恵荘(東大村 2丁目)を訪れました。

年少時代から子守り や農作業などにいそしみ、結

婚後は 9人の子供を育てら れた池田さん。現在は、

耳や足などが弱っておられるものの、 とても元気、

菜食主義で食欲もあられるとのこと 。

この日は、 松本市長が祝状と祝金を贈呈。また、

施設が用意したパースデーケーキに、池田さんと松

本市長が入万すると、施設関係者や家族の方たちか

ら祝福の拍手が贈られました。

大村での100歳到達者は、 5人となりました。

100歳おめでとうございます

こちら自由席 目ーー盟国国間阻醐削鵬

僕
の
家
族
は
7
人
家
族
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

農
業
、
父
と
母
は
、
勤
め
て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
ゲ

l
ト
ボ
ー
ル

が
好
き
で
、
よ
く
行
っ
て
い
ま
す
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
大
正
琴
を
習
っ
て
い

て
、
楽
し
そ
う
に
よ
く
ひ
い
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
、
釣
り
が
好
き
で
す
が
、

仕
事
が
忙
し
い
の
で
あ
ま
り
行
け
ま
せ

ん
。
僕
た
ち
兄
弟
は
、
剣
道
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
‘
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
も
、
嬉
し
い
そ
う
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
楽
し
み
を
持
っ
た
家
族

で

す

。

(

健

弘

)

や
ひ
ょ
丹

、一

え

ぽ

し

ん

弥
兵
衛
の
碑
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
戊
辰

戦
争
で
戦
死
し
た
浜
田
謹
吾
少
年
は
弥
兵

衛
の
子
孫
に
当
た
り
ま
す
。
(
大
村
公
園

北
側
に
あ
り
ま
す
)

花
見
に
来
ら
れ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
、
い

ろ
ん
な
史
跡
に
出
会
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

サ
ク
ラ
が
見
ご
ろ
と
な
っ
た
大
村
公
園
。

園
路
、

ト
イ

レ
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
こ

こ
数
年
で
ず
い
ぶ
ん
と
魅
力
あ
る
公
園
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、

一
つ
の
歴
史
の
再
現
と
し
て
で

き
た
板
敷
櫓
お
よ
び
城
塀
は
、
「
全
国
さ
く

ら
名
所
百
選
」
の
地
に

ふ
さ
わ
し
い
、
景
観
を

保
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
公

閣
の
中
に
も
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
文
化
財

史
跡
が
た
く
さ
ん
点
在

し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
日

1
7
世

紀
に
御
朱
印
船
の
船
長

と
し
て
活
躍
し
た
浜
田

なかよし家族

F

策
ん

い
散
」

{
n
J
ん

h

ら
」

同情、‘

J'

r

マ1v
ぺ

a
'
F
l

・'e

・

松尾さん家族(今村町)

浜田弥兵衛の碑(大村公園北側)

貿易船で活躍した

浜田弥兵衛

平成 5年 4月号広報おおむら

可
B
AT-ム

右
か
ら
、
義
則
さ
ん
側
、
安
嘉
さ
ん
側
、
健
弘
く
ん

ω、

秀
徳
く
ん
側
、

ト
ミ
子
さ
ん
側
、

喜
代
香
さ
ん
側

幸
治
く
ん
側
、



連休期間中の

rごみ収集Jrし尿くみ取り」

つ臼
司

E
A

。ごみ収集(もえるごみ)

4月29日(初は、平常どおり収集し

ます。

5月 2日(日)- 5日(栂の聞の「ごみ」

収集は休みます。

。不燃ごみ

不燃ごみの収集は、

りの収集となります。

。し尿くみ取り

4月29日(初 ・5月 2日(日)はくみ取

りを行います。

5月3日(捌-5日(初まで休みます。

詳 しくは、折り込みチラシをご覧

ください。

日割り表どお

私
た
ち
ω 
大
村

あ湾
なを
た守
ωる
力た
がめ
必に
要
で
す

今、

~お知らせ~

HUH

生
活
排
水
対
策
推
進
員
を
募
集

1

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
公
害
規
制
係

大
村
湾
の
汚
染
の
原
因
は
、
約
6
割
が

私
た
ち
の
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
排

水
で
あ
り
、
生
活
排
水
対
策
は
急
務
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
生
活
排
水
対
策
推
進

員
に
よ
る
実
践
活
動
を
通
し
て
、
生
活
排

水
対
策
を
全
市
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

市
内
で
こ
の
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
人
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
別
人
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

推
進
員
の
主
な
活
動
内
容

①
生
活
排
水
対
策
学
習
会
な
ど
へ
の
参
加

②
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ

の
参
加
の
呼
び

桂
け

③
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
配

布
④
河
川
な
ど
で
の
水
生
生
物
に
よ
る
水
質

調
査
な
ど
水
質
保
全
に
関
す
る
活
動

申
込
方
法
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
、
環

境
衛
生
課
公
害
規
制
係
(
玖
島
1
丁
目
お

番
地
雷
@
4
1
1
1
内
線
1
4
2
)

へ
申

水のよごれの原因を考える

大村湾の水質汚濁の原因

平成2年度

家
庭
菜
園
・
花
壇
の
基
礎
肥
料
と
し
て

有
効
で
す
。
非
常
に
取
り
扱
い
が
簡
単
で

す
の
で
、
袋
を
持
っ
て
取
り
に
来
て
く
だ

さ
い
。

(
多
量
に
必
要
な
人
は
、
事
前
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
)

問
い
合
わ
せ

清
掃
課
(
宮
⑪
3
1
0
0
)

乾
燥
汚
泥
の
無
料
配
布

土
壌
改
良
有
機
質
材
と
し
て
の
乾
燥
汚

泥
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

家庭雑排水処理施設(土壌式)

的に実施してください。

清掃の仕方は、汚水処理施設U字溝底の汚泥を、

家庭用電動引き抜きポンプてや、汚泥処理施設へ導

入すればよいのです。清掃の回数は、各家庭の汚

水量により違いますが、半年に 1回程度を目安に

してく fごさい。

なお、引き抜き用ポンプは環境衛生課にあり、

無料ですのでご利用ください。

大村湾の汚染の原因は約6割が生活排水、

河口などに、ヘドロが蓄積されてきています。

これまで、小型合併処理浄化槽などの生活排水

処理施設の設置については、補助金を交付してい

ますが、 6月 1日より 一部変更になります。

補助金交付対象浄化槽

-国庫補助指針に適合したもの

・全国合併処理浄化槽普及促進市町村協議会の登

録制度に登録した浄化槽(当面、 10人槽以下に限定)

※上記のいずれかに該当 しないと補助対象となり

ませんのでご注意ください。

問い合わせ 環境衛生課公害規制係

家庭雑排水処理施設(土壌式)

汚泥ω清掃は定期的に
=引き抜きポンプをご利用ください=

の清掃は、定期

小型合併処理海化槽

補助金交付対象が変わります

L 



飼
い
犬
は
、
毎
年
1
回
の
登
録

と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
。

手
数
料

(
1
頭
に
つ
き
)

登
録
料

2
、
1
0
0
円

予
防
注
射
料

2
、
0
0
0
円

注
射
済
票
交
付
料

4
8
0
円

合
計

4
、
5
8
0円

お
願
い

・
当
日
は
受
け
付
け
が
混
雑
し
ま

す
の
で
、
つ
り
銭
、
が
い
ら
な
い

よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
つ
な
い

で
来
て
く
だ
さ
い
。

・
人
を
か
む
恐
れ
の
あ
る
犬
は
口

輪
を
付
け
て
来
て
く
だ
さ
い
。

-
登
録
と
注
射
が
済
ん
だ
犬
は
、

首
輪
に
鑑
札
を
付
け
て
く
だ
さ

.
注
射
の
と
き
犬
が
動
か
な
い
よ

う
、
犬
を
固
定
出
来
る
人
が
つ

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

注
意

市
役
所
、
大
村
保
健
所
は

正
午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
は
休
み

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

衛
生
係

争予乱})cg

応募締め切り

4月20日(火)当日消印有効

ふるさとづくりのためω
思担感[f~闇』男爵

〈生後91日以上の犬が対象です 〉

思掬圃窪包磁lク

環
境
衛
生
課
保
健

応
募
基
準
側
長
崎
県
暴
力
団
追
放
県
民
会
議
が
行
う

「暴

力
追
放
運
動
」
に
使
用
す
る
も
の
で
、
美
し
く
、
楽
し
く
、

た
く
ま
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
の
暴
追
歌
「
歌
詞
」

(
2
コ
ー
ラ
ス
以
上
)

応
募
用
紙
等
応
募
用
紙
は
自
由
、
用
紙
1
枚
に
つ
き
1
作

品
と
し
、
自
作
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

応
募
点
数

何
点
で
も
可

※
各
作
品
の
裏
面
に
、
住
所

・
氏
名
・
性
別

・
職

業

(学
校

名
)

・
電
話
番
号
お
よ
び
作
品
意

図
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

一
切
聞
い
ま
せ
ん

そ
の
他

・
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

0

.
入
選
作
品
の
著
作
権
は
主
権
者

に
帰
属
し
ま
す
。

表
彰

・
最
優
秀

(
1
点
)

5
万

円

・
優
秀
(
1
点
)

2
万
円

・
佳

作

(
2
点
)
1
万
円

※
中
学
生
以
下
の
就
学
者
が
受
賞

し
た
場
合
は
、
賞
金
額
相
当
の

図
書
券
と
し
ま
す
。

送
付
先
制
長
崎
県
暴
力
団
追
放

県
民
会
議
(
干
側
長
崎
市
万
才
町

5
番

μ
号
ヒ
ル
サ
イ
ド
5
ピ
ル

4

階

2
0
9
5
8
③
0
8
9
3
)

犬
の
以
な
し
飼
いu
じ
対
す

る
苦
慣
が
ふ
え
て
い
ま
ず
。

周
辺
じ
迷
・
惑
を
か
げ
な
ド
ょ

う
じ
必
ず
つ
な
じ
で
く
だ
さ

月 日 時 間 実施場所

4月12日 9:30-14:00 大村市役所

(月) 14 : 20-15 : 20 木場公民館

9 : 30-9 : 45 今村公民館

9 : 55 -10 : 25 溝陸公民館

4月13日
10 : 40 -11 : 00 二 j甫出張所

11 : 10-11 : 25 西部公民館
()() 

11 : 40-11 : 50 釜川内公民館

13: 20-13: 40 陰平下公民館

14 : 00-14 : 20 平町(佐藤宅前)

14 : 40-15 : 20 鈴田出張所

9:30-10:10 上久原公民館

4月14日
10 : 25-10 : 40 椎池公民館

(水)
11 : 00 -11 : 10 松尾公民館

11 : 30-11 : 50 水計公民館

13: 30-16: 00 中地区公民館

9 : 30-9 : 50 寿古公民館 ， 

10 : 15-10 : 55 福重出張所

4月15日 11: 10-11: 30 立福寺ノfス停

(桐 13 : 20-13 : 40 宮小路公民館

14 : 00-14 : 40 富の原 1丁目児童体育館

15 : 05-15 : 40 富の原 2丁目公民館

4月16日 9 : 30-10 : 30 赤佐古公民館

(針 11 : 00-15 : 30 大村保健所

9 : 30-9 : 50 微神堂広場

4月19日
10 : 20-10 : 50 上諏訪公民館

(月)
11 : 10-11 : 50 池田公民館

13 : 20-14 : 20 西大村コミセン

14 : 40-15 : 40 植松公民館

9 : 30-12 : 00 竹松出張所

4月20日 13 : 20-13 : 50 大村農業改良普及所

(火) 14 : 15-14 : 35 堺町公民館

15 : 00 -15 : 40 桜馬場 1丁目公民館

9 : 30-9 : 50 重井田(今里宅削)

10 : 10-10 : 30 野岳湖バス停

10 : 45-11 : 00 東光寺公民館

4月21日 11 : 15-11 : 50 松原出張所

体) 13 : 20-13 : 40 武留路公民館

14 : 05-14 : 35 黒丸公民館

14 : 55-15 : 20 松山町公民館

10 : 00-10 : 15 黒木ノfス停

10 : 25-10 : 40 黒木小学校

10 : 50-11 : 05 久良原公民館

4月22日 11 : 20-11 : 50 萱瀬出張所

(ポ 13 : 20-13 : 30 南川内公民館

14 : 00-14 : 25 古代公民館

14 : 40-15 : 20 農協萱瀬支所

4月23日 9 : 30-12 : 00 大村市役所

(針 a_: 20-15 : 00 大村保健所

犬の登録 ・狂犬病予防注射実施日程表

平成 5年 4月号広報おおむら
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麻
し
ん
(
は
し
か
〉
予
防
接
種

該
当
す
る
幼
児

生
後
日
か
月

iη
か
月

ま
で
の
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い

幼
児
お
よ
び
、
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
幼
児
。

接
種
方
法

個
別
接
種
で
す
。
直
接
指
定

さ
れ
た
医
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金

無
料

接
種
期
間

5
月
1
日
出
1
6
月
初
日
附

た
だ
し
、
小
児
科
医
院
に
お
い
て
は
、

4
月
i
翌
年
3
月

(
7
月、

の
期
間
実
施
し
ま
す
。

お
願
い
・

接
種
の
と
き
は
、
母
子
健
康

手
帳
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
後
は
約

1
か
月
間
、
ほ
か
の
予
防
接
種
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
各
医
院
で
ご
相
談
の

う
え
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

麻しん予防接種指定医療機関

医 F完 名 住 所 電話番号

キ公 井 医 F完 久原 2丁目 53-6624 

寺 井 医 F完 玖島 1丁目 52 -3574 

中公 尾 医 P完 玖島 1丁目 52-4412 

。田川小児医院 東 本 IBT 52-4000 

近 藤 医 院 東 本 回T 54-1166 

ともなが内科クリ ニック 杭出津 2丁目 54-5000 

。出口小児科医院 諏訪 3丁目 52-2252 

与 司日 城 医 院 池田新町 53-5575 

。野口内科こども医院 西大村本町 52-2339 

。須田小児科 医院 植松 3丁目 54-7200 

桝本産婦人科内科医院 大川田町 55-8355 

原 医 院 宮小路 1丁目 55-8427 

牧 山 医 院 宮小路 2丁目 55 -7831 

長 崎 医 F完 寿 古 同I 55-8615 

j度 辺 医 F完 松原 1丁目 55-8275 
8
月
は
除
く
)

Ql4月~翌年 3月(7、 8月は除く)実施医院です。

ポ
リ
オ
(小児マヒ〉
生

η
ワ
チ
b
A
m

投
与
を
行

νま
守

該
当
す
る
乳
幼
児

・
生
後
3
か
月
1
必
か
月
ま
で
の

初
回
投
与
を
受
け
て
な
い
乳
幼

児
。

・
2
回
目
投
与
を
受
け
て
な
い
必

か
月
ま
で
の
礼
幼
児

受
け
ら
れ
な
い
乳
幼
児

・
発
熱
も
し
く
は
下
痢
を
伴
う
急

性
疾
患
、
重
症
結
核
、
心
臓
血

管
系
疾
患
、
病
後
衰
弱
栄
養
障

害
な
ど
の
乳
幼
児
。

・
麻
し
ん
な
ど
生
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
1
か
月
、

三
種
混
合
な
ど
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
2
週
間

を
経
過
し
て
い
な
い
礼
幼
児

0

・
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
(
け
い

れ
ん
)
を
お
こ
し
た
乳
幼
児
。

お
願
い

・
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ

さ
い

0

・
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い

0

.
ワ
ク
チ
ン
を
飲
ま
せ
た
直
後
の

授
乳
、
飲
食
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

風しん任意予防接種
妊婦が、妊娠初期に風しんにかかると、先天性異常児

(白内障、心臓奇形、難聴など)が生まれる心配があり

ます。

風しんにかかったことのない人や予防接種を受けてな

い人は、妊娠前に抗体検査を受け、抗体価の低い人は予

防接種をしておきましょう。

対象となる人 市内に住んでいる 20歳以上の女性

料金 自己負担

申し込み ・問い合わせ

接種病(島院

・大村中央産婦人科医院

・ぉび産婦人科医院

・後藤産婦人科医院

・長野病院

・福田産婦人科医院

・桝本産婦人科内科医院

ft@3850 

2⑪1103 

ft@6015 

8⑬1123 

宮 @6124

ft@8355 

環境衛生課保健衛生係

水主町2丁目

本町

西大村本町

東三城町

古町 1丁目

大 川 田町
ポリオ投与実施日程表

接種会場 接種目

市コミセン(市役所横) 4月6日

萱 瀬 出 張 所 (火)

西大村コミセン(諏訪2丁目)
4月7日

三浦出張所

鈴 田 出 張 戸 庁
体)

竹 松 出 張 所 4月8日

福重出張所 (木)

中地区公民館 4月9日

松原出張所 位当

- 14 -

午後 2時-3時時間

百 二二

展予種
之防混
ち接合
員種
傷
風

子
ど
も
の
体
調
の
良
い
と
き
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
年
聞
を
通
じ
て
無
料
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

接
種
の
時
期
と
受
け
方

.
第
1
期
:
:
生
後
3
か
月
l
M切
か
月
の
聞

に、

3
1
8
週
間
の
間
隔
で
3
回
接
種

し
ま
す
。

・
第
2
期
:
:第
1
期
が
終
っ
て
か
ら
、

1

年
1

1
年
半
の
聞
に
1
回
接
種
し
ま
す
。

接
種
方
法

個
別
接
種
で
す
(
指
定
医
院

で
ご
予
約
の
う
え
接
種
し
て
く
だ
さ
い
)

お
願
い

接
種
の
と
き
は
、
母
子
健
康
手

帳
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

指
定
医
療
機
関

寺
井
医
院
、
松
尾
医
院
、

田
川
小
児
医
院
、
近
藤
医
院
、
出
口
小
児

科
医
院
、
与
那
城
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど

も
医
院
、
須
田
小
児
科
医
院
、
桝
本
産
婦

人
科
内
科
医
院
、
牧
山
医
院



曜、

感
人
調
。
拶
h
a予
防
1vglv目

2
9
2

総
合
健
康
診
査
に
あ
ら
た
に
大
腸
が
ん
検
診
が
加
わ
り
ま
す

成
人
病
は
、
た
と
え
ば
印
歳
の
人
が
脳

出
血
で
倒
れ
た
場
合
、
そ
の
原
因
で
あ
る

高
血
圧
や
動
脈
硬
化
な
ど
の
疾
患
は
、
印

代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
成
人
病
は
発
病
し
て
叩
年

1
初
年
に
も
わ
た
っ
て
進
行
し
、
そ
の
ま

ま
放
置
す
れ
ば
死
に
至
り
ま
す
。

ま
た
、
が
ん
の
場
合
は
、
2
次
予
防
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
非
常
に
大
切
で

す
。
が
ん
検
診
で
「
異
常
を
認
め
ず
」
と

判
定
さ
れ
て
も
、
発
見
で
き
る
大
き
さ
に

至
っ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と

も
示
し
て
い
ま
す
。

が
ん
に
限
ら
ず
、
多
く
の
病
気
は
早
期

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
回
復
の
可
能
性
が

高
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
定
期
的

に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

。
総
合
健
康
診
査

対
象
者
刊
歳
以
上
の
人
(
職
場
な
ど
で

検
診
で
き
る
人
を
除
く
)

内
容
基
本
健
康
診
査

(
問
診
、
血
圧
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
肝
機
能
、
腎
機
能
、

心
電
図
な
ど
て
胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検

向
日
付
従
栄
養
補
給
は
十
分
で
す
か

平成 5年 4月号

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
強
化
の

た
め
、
栄
養
食
品
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
・
所
得
税
非
課
税
世
帯

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯

受
給
期
間
・
お
母
さ
ん

l
妊
娠
5
か
月

i
産
後
3
か
月

・
赤
ち
ゃ
ん
H
H
生
後
4
1
ロ
か
月
(
体
重

が
叩
パ

l
セ
ン
タ
イ
ル
値
以
下
で
、
医
師

か
保
健
婦
の
証
明
が
必
要
で
す
)

持
っ
て
く
る
も
の
印
鑑
・
母
子
健
康
子

帳問
い
合
わ
せ

広報おおむら

環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係

支給される食 品

口口口 お母さん 赤ちゃん

目 牛乳 ママミルク 粉ミノレク

委主 ※ 
1日1本 2-3缶/月 1缶/月

主豆主主L 

負 若干、個人負担が

額担
無料

あります。

診
、
大
腸
が
ん
検
診

負
担
金

1
、
0
0
0
円
(
老
人
医
療
受

給
者
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護

者
、
利
用
券
提
出
者
を
除
く
)

。
婦
人
、
か
ん
横
診

対
象
者
初
歳
以
上
の
女
性

内
容
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診

負
担
金
子
宮
が
ん
1
、
0
0
0
円
(
体

が
ん
は
7
0
0
円
増
)
、
乳
が
ん
4
0
0

円
(
老
人
医
療
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
、
生
活
保
護
者
、
利
用
券
提
出
者
を

除
く
)

※種類によって違いがあります。

、cγげや1I 1With you 

ケア・ワーカー養成講座

受講生ほしゅう

~あなたのほんの少しの時間と
優しさを分けてくだ、さい~

実
施
期
間
い
ず
れ
の
検
診
も
4
月
1
日

よ
り
平
成
6
年
3
月
紅
白
ま
で
(
祝
祭
日

を
除
く
)

※
詳
し
く
は
環
境
衛
生
課
へ

実

施

医

療

機

関

-
総
合
健
康
診
査

お
お
つ
か
内
科
医
院
、
岡
内
科
医
院
、

川
本
内
科
医
院
、
琴
尾
医
院
、
近
藤
医
院
、

津
田
胃
腸
科
内
科
医
院
、
早
田
内
科
医
院
、

田
崎
医
院
、
寺
井
医
院
、
と
も
な
が
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
中
村
医
院
、
長
崎
医
院
、

長
野
病
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
、
原

医
院
、
フ
ジ
イ
胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
牧

山
医
院
、
松
井
医
院
、
松
尾
医
院
、
松
永

医
院
、
南
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
南
野
内
科
消

化
器
科
医
院
、
与
那
城
医
院
、
吉
田
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

-
婦
人
が
ん
検
診

大
村
中
央
産
婦
人
科
医
院
、
お
び
産
婦

人
科
医
院
、
後
藤
産
婦
人
科
医
院
、
長
野

病
院
、
福
田
産
婦
人
科
医
院
、
桝
本
産
婦

人
科
内
科
医
院

体の弱し、お年寄り、体の不自由な人が、

地域の中てや共に生活できるように、家事

などのお手伝いを有償で行う、ケア・ワ

ーカー養成講座受講生を募集します。

何か、大切なものを見失いがちな現代、

市民一人ひとりの協力が今一番必要です。

講座内容は、日赤老人看護、社会福祉

援助技術、家族福祉などです。

受講希望の人は、電話で社会福祉協議

会 (fi@1351) まで、申し込んでくださ

い。詳しい内容をお知らせします。

期間 4月9日より毎週金曜日(全 7回)

平
成

5
年
度

手
話
講
習
会

あ
な
た
も
一
緒
に
手
話
を
習
い
ま
せ
ん

品
U期

間

5
月
ロ
日
か
ら
平
成
6
年
3
月
ま

で
毎
週
水
曜
日

時

間

午

後

6
時
1
8
時

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
講
式
5
月
ロ
日
側
、
午
後
6
時
初
分

受
講
料
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
・
参
考
本

な
ど
別
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

係
(
内
線
1
5
7
)

健康テレホふサービス
fi23-4646またはfi0958-26 -55竹

福
祉
課
福
祉

月 お年寄りの旅行の注意

月の4 
火 ハチにさされたら

水 子どもの口内炎

7 マ
木 ホクロと癌

金 不安神経症

土-日 近頃多い性病-クラミジア

「

D1
i
 



朝
・
タ
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
ま
す

「
愛
の
鐘
」
は
、
朝
の
し
ら
べ
と

夕
方
の
帰
宅
時
聞
を
呼
び
か
け
る

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
流
す
こ
と
に
よ
り
、

青
少
年
の
健
全
育
成
を
さ
ら
に
推

し
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

合
言
葉
は
「
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
育
て
る
」
で
、
こ
れ
を
機

会
に
、
青
少
年
自
身
の
自
覚
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
す
べ
て

の
人
た
ち
が
「
温
か
い
愛
情
」
を

も
っ
て
、
青
少
年
を
見
守
り
育
て

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

愛
の
鐘
設
置
個
所

市
役
所
、
出
張
所
(
松
原
・
福

重
・
竹
松
・
萱
瀬
・
鈴
田
)
、
中
央

小
学
校
、

三
一
浦
小
学
校

吹
鳴
時
刻

・
午
前
7
時
・
:
曲
「
ふ
る
さ
と
」

・
午
後
6
時
・
;
曲
「
夕
焼
け
小
焼

十
J

」

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
は

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

「
更
正
の
請
求
」
を
し
て
正
し

い
税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
請
求
が
で
き
る
の
は
、
翌

年
の
確
定
申
告
期
限
ま
で
で
す
。

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

「
修
正
申
告
L

を
し
て
く
だ
さ

い
。
自
主
的
に
修
正
申
告
を
し
た

と
き
に
は
、
過
少
申
告
加
算
税
は

か
か
り
ま
せ
ん
(
た
だ
し
、
延
滞

税
は
か
か
り
ま
す
)
の
で
、
早
く

さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
納
税
は
修
正
申
告
を
す

る
日
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

た
だ
ち
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
自
主
的
に
期
限
後
申
告
を
し

た
と
き
に
は
、
無
申
告
加
算
税
は

軽
減
さ
れ
ま
す
(
た
だ
し
、
延
滞

税
は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
)
の
で
、

早
く
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
納
税
は
申
告
を
す
る
日

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
諌
早
税
務
署
(
宮
⑫

1
3
7
0
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

aペZbzsnv市民課の窓口業務のお知らせ
〈ア7多V ぜ急v

.~ "~や 企句も

・戸籍関係の届け

こんなとき いつまでに 届け出に必要なもの E こへ

子どもが生ま
出生届書、母子子帳、印鑑、国民健康保険証(加 住所地、本籍地、出

れたとき
14日以内 入者のみ)、厚生年金手帳・社会保険証(加入者の

み、児童手当の手続き γ必要です)
生地の市町村役場へ

できるだ 婚姻届書、双方の印鑑、戸籍抄本(本籍が市外の
1 

結t昏したとき 人)、転出証明書(該当者のみ)、国民健康保険証・
本籍地、住所地の市

け早〈 国民年金子帳(加入者のみ)
町村役場へ

死亡したとき 7日以内
死亡届書、印鑑、国民健康保険証・国民年金子帳 本籍地、届出入の住

(加入者のみ)
所地、死亡地の市町

村役場へ

入籍な Eがあります。認知、養子縁組、離婚、養子離縁、このほか転籍、※戸籍関係の届けには、

-住所が変われば

こんなとき いつまでに 届 け 出 に 必 要 な も の どこへ

他の市町村から
14日以内

転出証明書、印鑑、国民健康保険証・国民年金子

大村へ来たとき 帳(加入者のみ)

大村から他の市 転出する

町村へ移るとき 前に 市民課

大村市内で住所 印鑑、国民健康保険証・国民年金子帳(加入者の 各出張所

が変わったとき
14日以内

み)

世帯主変更や世

帯の分離合併

-戸籍・住民票などの証明がいるとき

こんなとき 必要なもの どこへ

戸籍謄抄本 ・住民票の
~n 鑑 市民課写しがし、るとき

各出張所
印鑑証明がし、るとき 印鑑登録証

-印鑑登録の手続き

印鑑の登録申請は、登録したい印鑑(直径 8ミ

リ以上25ミリ以下)を持って、直接本人(本人で

ある証明が必要)が市民課で申請してください。

やむを得ない理由て¥代理人が申請する場合は

即日登録はできません。

※交付申請書・届品書は印鑑が必要です。詳しくは、

市民課へお尋ねください。

po --
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日
時
5
月
ロ
日
附
1

7
月
8
日

同
(
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
き
ま

す
)
、
午
前
日
時
l
ロ
時
初
分

②
経
理
事
務

技
術
講
習
会

l
簿
記
3
級
受
験
・
ワ
ー
プ
ロ
基

礎
1

定
員
家
庭
婦
人
初
人
(
初
心
者
)

日

時

5

月
7
日
働
1
6
月
日
日

働
(
水
・
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除

き
ま
す
)
、
午
前
日
時
i
午
後
4

会リー
伶
②
共
通
l

場
所
国
際
情
報
科
学
専
門
学
校

諌
早
校
(
栄
田
町
宮
⑧
0
5
3
7
)

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
自
己

負
担
)

申
込
期
間

4
月
1
日
制
l

(定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

申
込
方
法
同
校
に
備
え
付
け
の

C
H
l
H
l
R
O
 

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
展

平成 5年 4月号

合

広報おおむら

鋼、

r--
3
1
事♂
-

」
川
島
F
f
z官

一.，-. 

「
わ
ら
び
を
持
つ
少
女
」

申
込
書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
県
婦
人
就
業
援
助

セ
ン
タ
ー

(
8
0
9
5
8
⑬
9
0

3
0
)
 

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類

丙
種

試
験
日
時

6
月
初
日
日

午
前
日
時

願
書
申
込
期
間

4
月
ロ
日
側
1

お
日
働

※
願
書
は
大
村
消
防
署
に
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
大
村
消
防
署
(
宮

@
4
1
3
8
)
 乙

種
4
類
お
よ
び

お
り
、
か
み
で

あ
そ
ほ
う

お
り
が
み
で
、
季
節
の
行
事
を

お
っ
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
料
は
無
料
、
誰
で
も
ご
自

由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時

4

月
M
日
出
、
午
後
1
時

初
分
1
3
時
初
分

場
所
中
地
区
公
民
館

内
容
「
端
午
の
節
句
i
こ
い
の

ぼ
り
な
E
」

問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(宮

@
1
3
7
6
)

正

『
さ
く
ら
荘
』

開
館
記
念
演
芸
大
会

と
き

5
月ぺ
I

日
出
、
午
前
叩
時
初
分
(
)
午
後
3
時

と
こ
ろ
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
集
会
室

転
宅
先
で
は
、
す
ぐ
電
気
が
使
え
ま
す

春
は
転
宅
が
多
い
シ
ー
ズ
ン
。

ご
転
宅
さ
れ
る
と
き
は
、
転
宅

日
の

4
1
5
日
前
(
月

i
金
曜
日
)

ま
で
に
、
最
寄
り
の
営
業
所
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
「
電
気
ご
使
用
量
の
お

知
ら
せ
」
票
や
、
「
電
気
料
金
領
収

証
」
に
記
入
し
て
あ
る
「
お
客
さ

ま
番
号
」
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
宅
先
で
も
す
?
に
電

視聴覚ライブラリー

親子映画

市コミセン
西大村コミセン

・片耳の大シカ(アニメ 25分)

・ごんぎつね(アニメ 21分)

・ランボーのなみだ(アニメ 15分)
気
が
ご
使
用
で
き
ま
す
。

リ
ミ
ッ
タ
ー
を
「
入
」
に
す
る

と
電
気
が
つ
き
ま
す
の
で
、
リ
ミ

ッ
タ
l
に
取
り
付
け
て
あ
る
「
は

が
き
」
(
申
込
書
)
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
の
申
し
込
み

も
同
時
に
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
九
電
大
村
営
業
所

(
宮
②
2
1
7
1
)

へ

4月108
仕)

会期 4月28日(水)----5月23日(日)、月曜日休

館(ただし 5月3日(月)は開館、 6日(木)は休館です)

会場 県立美術博物館

入場料一般 一.900円(700円)

大・高生・ー700円 (500円)

中・小生...500円 (300円)

※( )内は前売り、 20人以上の団体料金

観覧時間 午前 9時~午後 5時(入館は午後

4時30介まで)

主催 いわさきちひろ絵本美術館・ N B C長

崎放送・毎日新聞社

共催 長崎県教育委員会

問い合わせ 県立美術博物館 (fi0958⑪6700)、

毎日新聞社長崎支局内「いわさきちひろ展」

事務局(宮0958⑫0700)

10 : 00""'11 : 00 
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中地区公民館

-やまあらしがやってきた(アニメ 10分)

・裸の王様(アニメ 21分)

・太郎ヶ池の夏祭り(アニメ 30分)



日
中
友
好

青
年
の
船
」

「

団 九
員 州

日
程

8
月
却
日
目
1
9
月
9
日

制
(
ロ
日
間
)

訪
問
先
中
華
人
民
共
和
国

応
募
資
格
満
初
歳
か
ら
満
却
歳

の
男
女
。
県
内
居
住
1
年
以
上
。

募
集
人
員

μ
人
(
男
子
幻
人
、

女
子
幻
人
)

経
費
参
加
費
7
万
3
千
円
。
ほ

か
に
渡
航
手
続
き
、
事
前
研
修
参

加
費
な
ど
3
万
円
程
度
必
要
で
す
。

募
集
期
間

4
月
1
日
術
i
5
月

比
日
働

問
い
合
わ
せ
市
コ
ミ
セ
ン

@
3
1
6
1
)
 

日
本
育
英
会

高
等
学
校
奨
学
生

資
格
高
校
全
学
年
、
中
学
3
年

生
(
予
約
奨
学
生
)

奨
学
金
月
額

・
公
立
1
1
年生・・・
1
万
3
千
円
、

2
1
3
年
生

:
i万
2
千
円

-
私
立
1
1
年
生
・
・
・
2
万
5
千
円
、

2
1
3
年
生
・
:
2
万
4
千
円

申
込
先
在
学
す
る
高
校
・
中
学

校
の
ク
ラ
ス
担
任
へ

。

締
め
切
り
各
学
校
で
随
意
決
定

問
い
合
わ
せ
日
本
育
英
会
長
崎

県
支
部
(
⑮
宮
0
9
5
8
⑫
0
6

6

6
県
庁
内
)

楽
し
い
英
会
話
教
室

宮

楽
し
く
英
会
話
を
習
い
ま
す
。

初
め
て
の
人
も
歓
迎
し
ま
す
。

例
会
毎
週
水
曜
日
(
祭
日
お
よ

び
第
5
水
曜
日
は
除
き
ま
す
)

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り

太

鼓

ω訂
ち

手
O
子
供
の
部
:
・
小
学
3
年
i
中
学

3
年
ま
で
の
男
女

O
大
人
の
部
・
・
・
高
校
生

1
m
w
歳
位

ま
で
の
男
女

募
集
期
限

4
月
初
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
協
賛
会

事
務
局
(
宮
@
2
5
8
0
)

午
後
7
時
1
8
時
印
分

場
所
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

祉
セ
ン
タ
ー
3
階
)

講
師
ジ
ョ
セ
フ
・
ロ
メ
ロ
先
生

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
(
宮
@
1
3

5
3
)
 

海
上
保
安
学
校
学
生

資
格
高
卒
ま
た
は
そ
れ
と
同
等

以
上
で

μ
歳
ま
で
の
人

申
込
期
間

4
月
ロ
日
何
l
m
日

必問
い
合
わ
せ
佐
世
保
海
上
保
安

部
管
理
課
総
務
係
(
宮
0
9
5
6

⑪
4
8
4
2
)
 

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

ー

5
月
コ

l
ス
H
H

内
容
・
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

(
プ
ロ
グ
ラ
ム
)
・
同
(
カ
ス
タ

ム
マ
ク
ロ
)
・
ガ
ス
溶
接
技
能
講

習
・
危
険
物
受
験
準
備
講
習
(
乙

4
類
)
・
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

技
能
講
習

(
5
t
末
満
)
・
第
2

種
電
気
工
事
士
受
験
準
備
講
習

(
学
科
)
・
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
(
リ

レ

l
応
用
)
・

M
S
・
D
O
S
基

礎
・
ワ
ー
プ
ロ
初
級
・
中
級
(
ユ

ー
カ
ラ
)
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

d
B

A
S
E
m
(
初
級
)
・
接
遇
サ
ー

ビ
ス
(
新
入
社
員
女
子
)
・
コ
ス

卜
低
減
と
Q
C
セ
ミ
ナ
ー

4
月
1
日
同

i
m
日

干高

申
込
期
間

刈申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎
(
諌

早
市
小
船
越
町
宮
⑫
2
3
2
3
)

チ
ロ
リ
戸
ン
ク
ラ
ブ

山
登
り
、
山
歩
き
が
好
き
な
人

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

例
会
・
正
会
員
:
・
年
数
回
の
山

登
り
・
準
会
員
・
:
毎
月
1
回
近
く

の
山
を
歩
き
ま
す

年
会
費
正
会
員
:
・
5
、
0
0
0

円
、
準
会
員
:・
3
、
0
0
0
円

連
絡
先
平
山
(
宮
@
1
3
1
7
)一:

一
坊

一
;一
h
u

内

一
一

i

案
一
ヨ

一正

座
一

F
-専

講
十

勤労青少年ホーム

脅垣間宮@
露間畠

平成5年度

講

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

竹 寺公 4 3K ~3D K 7，600-17，000 
1 松並第一 1 3DK 30，000 

種 i也 田 2 3DK 15，500 

久原第二 1 3DK 21，200 

2 
石'-'-' 舟 1 2K 3 ， 3 0 0 

i也 田 1 3DK 12，000 
種 古賀島 1 3DK 22，500 

市営住宅入居者
自主サークル

*ロックバンド
*英会話

*日本挙法

*俳句

座日程

華

理

球

一道

者

一家
一
坊

{，、

千

初

一裏
一
池

料
一
卓

一茶
一
華

月

( 2種池田の 1戸は車イス向きです)

申込期限 4月8日同

抽選日(予定) 4月20日(火)、午前10時30分~

入居日 5月 1日(士)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

oo --

利用できる人 市内に居住、

または市内に勤務する 30歳

未満の勤労青少年

時間午後 1時-9時まで

場所勤労青少年ホーム

(福祉センタ-3階)

申し込み・問い合わせ 勤

労青少年ホーム (ft@1 3 

5 3) 

道

n 
J¥ 

r'-

永

ミ玄
OI~ 

千

達

表

一安道

字

一道

一道

土

道

習

キ占

ン

紙

茶

華水

火

流

坊

偏宗
一
新

茶

一華 也

物

市民体育館

者'L、初球

イ寸着

アートフラワー

ノfドミントン

卓

着

ノfッチワーク木

金



ス

ポ

制
少
年
野
球
大
会

期
日

5
月
幻
日
出
l
お
日
岡

場
所
市
営
野
球
場
ほ
か

開
会
式

5
月

n
日
出
、
午
後
2

土
す

ツ

チ
ー
ム
編
成
対
象

1
チ
l
ム
日
人
以
内

・
小
学
生
1
4
1
6
年
生

・
中
学
生

1
学
年
は
聞
い
ま
せ
ん
。

申
込
期
限

5
月
刊
日
側

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課

回
春
季

市
民
テ
ニ
ス
大
会

開
催
日

4
月
同
日
目
:
・
男
子
B
・
女
子
B

4
月
お
日
日
・
:
男
子
A
・
女
子
A

(
4
月
初
日
制
予
備
日
)

場
所
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
(
ボ

ー
ト
場
横
)

参
加
資
格

市
内
在
住
者
お
よ
び

平成 5年 4月号広報おおむら

{ . 

婦
人

ワ
ワ
ト
テ
エ
ス

会
員
ほ
し
ゅ
う

初
心
者
の
人
・
経
験
者
の
人
、

健
康
と
体
力
増
進
の
た
め
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
け
一

日
時
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
、

午
前
日
時
i
午
後
2
時

※
時
間
内
で
あ
れ
ば
自
由
に
参
加

て
き
ま
す
。

場
所
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

締
め
切
り

4
月
日
日
同

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

緒
方
(
宮
@
1
9
6
5
)
、

(
宮

@
7
9
3
5
)

内
田

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
朝
長
茂
(
福
重
町
)
叩
万
円

V
山
田
幸
一
(
重
井
田
町
)
2
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
永
田
耕
造
(
杭
出
津
3
丁
目
)

叩
万
円

V
藤
崎
芳
子
(
上
諏
訪
町
)
3
万
円

V
野
村
高
幸
(
池
田
2
丁
目
)
金

一
封

V
湯
田
昭
(
日
泊
町
)
日
万
円

V
岩
崎
ヤ
ス
(
協
和
町
)

5
万
円

(
敬
称
略
)

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
村
一
団
へ

V
野
口
悦
子
(
玖
島
2
丁
目
)

5

万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
田
中
力
子
(
水
、
王
町
2
丁
目
)

叩
万
円

V
野
口
悦
子
(
玖
島
2
丁
目
)
日

万
円

V
一
瀬
幸
子
(
玖
島
3
丁
目
)
初

万
円

V
本
山
虞
次
(
小
路
口
町
)
3
万
円

V
西
村
ヒ
サ
(
久
原
2
丁
目
)
叩

万
円

93テニス教室会員ぼしゅう
二硬式二

対象初心者・中級者(6歳 -60歳)

練習日 火・木・士・日曜日

申し込み・問い合わせ

市テニス協会・広瀧 (fi@7686夜宮@4821)

万 V
円戸

島
光
義

久
原

丁
目

。
一
般
寄
付

大
村
小
学
校
へ

V
す
み
ス
ポ
ー
ツ
庖

1
メ
ダ
ル

8

万
円
相
当

三
浦
幼
稚
園
へ

V
三
浦
幼
稚
園
P
T
A
NH遊
具
ほ

か
叩
万
2
千
円
相
当

市
立
図
書
館
へ

V
中
田
志
満
子
(
荒
平
町
)
図
書

1
万
円
相
当

清
和
圏
へ

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

手
品

、a

ー
ヵ

マ
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫
・
松
尾
謙
)
理
容 包飽億四電Uフレψ霊ク2J1l

ゴールデンウィ クには¥J白身のリフレッシ

ユはもちろん¥自己啓発や趣昧など¥日ごろ時

間がなくてできなかっ疋ことなどに¥戸タック

してみてはいかがでしょうか。

奉
仕

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
本
経
寺
寒
行
団
HH
m
万
円

大
村
子
供
の
家
へ

-v赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

泉
の
里
へ

マ
大
川
田
老
人
会

1
奉
仕

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
リ
奉
仕

V
益
田
美
恵
子
(
武
部
町
)
野
菜

V
松
尾
夕
子
(
水
、
王
町
2
丁
目
)

お
手
玉

V
永
田
耕
造
(
杭
出
津
3
丁
目
)

3
万
円

V
長
崎
県
共
同
募
金
会

l
テ
レ
ビ

V
旭
が
丘
小
学
校
5
年

2
組
l
慰

V
大
村
地
区
婦
人
会

1
慰
問
・

2

万
円
・
タ
オ
ル

5 
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おレジター4月@
4
月
は
、

固
定
資
産
税
(第ペ
l
期
)
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

妊婦教室(5) 中地区公民館 9 : 30-13 : 00 3歳児健康診査 大村保健所

2日 ⑮母子健康手帳、 エプロン、みそ汁 ⑧ 9 : 30-10: 00 13: 00-13 : 30 

(翁 成人の健康相談 福祉センタ- 13: 00-15 : 00 15日 ⑨平成元年10月生まれ(元年 4月-9月生まれ

⑩40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか (木) てや、まだ受けていない人も受診してください)

⑬母子健康手帳、問診票

4日
当番医 定期巡回献血 市役所 9 : 30-12 : 00 

(日)
(内)南野クリニ ック乾馬場町 宮⑬2233

T歳6か月児健康診査
(整)橋口整形外科医院竹松本町 宮@8739

16E3 市コミセン ⑧13 : 00-13 : 30 

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ (金)
⑮⑮...9日働と同じ

5日
市コミセン 9 :30-11 :00 ⑧ 9 :00-9 :30 成人の健康相談 樹止センター 13 : 00-15 : 00 

⑮母子健康手帳、ズボン @ゆ… 2日(針と同じ

(月) 一般健康相談 市役所 13:00-16:00 17は日) 耳とことばの相談 福祉センター 13: 00-15 : 00 
⑮血圧測定・ みそ汁の塩分濃度測定ほか

6 (日火) 18日 当番医
乳知見健康相談 松原出張所 ⑧13: 30-15 : 00 (皮・泌)黒 木 医 院西大村本町 宮⑪0211

(日)
(内・小)長 崎 医 院寿古 町 宮@8615

ア日 妊婦教室(1)市コミセン 13 : 00 -16 : 00 
知児教室(お口の健康と食生活)市コミセン(水) ⑮母子健康子帳 19日
⑧9 : 30-9 : 45 @平成 2年10月-11月生まれ

(月) ⑮母子健康子帳、問診票、歯ブラシ、タオノレ
8日 機旨JII練根気¢冶 樹止センタ- 13: 30-15 : 30 

(木) ⑮ PTによる訓練 20(日火) 乳幼児健康相談 萱瀬出張所 ⑧ 9: 30-11 : 00 

4歳6か月児健康診査 市コミセ ン 21日 妊婦教室(3)市コミセ ン 13 : 00-16 : 00 

9日
⑧13:00-13:30 (水) ⑮母子健康子帳
⑨平成 3年 9月生まれ(3年 4月-8月生まれ

(金) てや、まだ受けていない人も受診してくださL、) 22臼 機能訓練根気の会 市病跡地 13 : 30-15 : 30 
⑮母子健康手帳、 問診票、歯ブラシ (木) ⑮グラウンドゴノレフ

竹日 当番医

25日 当番医
(内・小)寺 井 医 院 玖島 1丁目 宮@3574

(内情)フジイ 胃腸科クリニック 東本町 宮⑪8686(日)
(産)後藤産婦人科医院 西大村本町 宮@6015 (日) (産)おび産婦人科医院本町 宮⑪1103

12日 乳幼児健康相談 竹松出張所 28日 妊婦教室体) 市コミセン 13 : 00-16 : 00 

(月)
⑧ 9 : 30-11 : 00 13: 30-15 : 00 (水) ⑮母子健康手帳
⑮離乳食教室 10 : 30-15 : 00 

29日 当番医

13日 乳羽児健康相談 市コミセン
(木・祝)

(内・外}i，度 辺 医 院松原 1丁目 ft@8275

(火) ⑧⑮…12日(月)と同じ (眼)み ね 眼 科東本町 宮⑪3011

14日
略号の説明 ⑮…対象 ⑧…受け付け ⑮...内容

妊婦教室(2) 市コミセン 13 : 00-16 : 00 
⑮-一持ってくるもの

(水) ⑮母子健康子帳
当番医の診療時間 9 : 00-18 : 00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
玖
島
1
丁
目
お
番
地

雷

間

側

4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ

ン
ト
株
式
会
社

u 

t
d

，，

‘a
av

・
a
内
砂

人口の動き

3月4日現在

人口 言十 75.921
(+ 75) 

36.341 
(+55) 

39.580 
(+20) 

23.684 
(+29) 

男

女

世帝数

市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で行っています。
お気軽にご相談ください。

角 人権相談 (1日木
(]) 行政相談 ( 8日 ・木

骨 法律相談 (21日・ 水
爾 (申し込み別O人になり次第締め切ります)

姐 不動産相談 (23日 ・金

語 交通事故相談 (27日・ 火

函 年金相談 (28日 ・水

※受け付けは午前 8時30分より行っています。

10 : 00-15 : 00) 

9 : 30-12 : 00) 

10 : 00 -15 : 00) 

13 : 00-16 : 00) 

10 : 00-16 : 00) 
10 : 00-15 : 00) 

)内は前月比

- 20 -

( 8日-13日・競艇発祥記念、 17日-20日、

23日-27日)
4月の大村ボート
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